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令和７年 新年のご挨拶

公益社団法人 山形県柔道整復師会　　
会長　佐　藤　公　司

　令和７年の輝かしい新春をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。会員の皆様に
おかれましては、旧年中に賜りましたご協力に対し衷心より御礼申し上げます。
　本年の干支（えと）は巳年です。脱皮をする蛇のイメージから巳年は「復活と再生」を
意味するそうです。植物に種子ができはじめる時期、次の生命が誕生する時期など、新し
いことが始まる年になるとも言われています。また、蛇には、たくましい生命力があり、
脱皮をするたびに表面の傷が治癒していくことから、医療では、治療、再生のシンボルと
もされています。
　昨年国内では、能登半島地震や台風、豪雨など、全国各地で大きな被害がもたらされま
した。県内においても、７月２５日から２６日にかけて庄内・最上地域を襲った記録的な大雨
によって、氾濫・浸水・橋の流失・土砂崩れ等が生じ、人的被害も発生しました。幸い当
会の会員には大きな被害は確認されておりませんが、被災された皆様に心よりお見舞い申
し上げ一日も早い復旧を願っております。
　一方、国外においては、３年近くになるロシアによるウクライナ侵攻、加えて一昨年１０
月から始まったイスラエルとハマスの対立、隣国の脅威など、国際的にも予断を許さない
状況にあります。また、地球温暖化等による異常気象の影響等についても注視していく必
要があります。これらの問題はエネルギー価格や物価高騰に繋がり、国民生活や社会経済
活動に深刻な影響を与えております。特に我々の業務においても材料関係の値上がりも深
刻であります。物価高騰に直面する施術所の負担軽減に向けた対策として、一昨年も県か
ら支援金を頂きましたが、今年も県に対し物価高騰支援金の要望を、顧問県議の方々のお
力添えを賜りながら働きかけてまいります。
　さて、柔整業界においては、昨年１２月２日から現行の健康保険証が新たに発行されなく
なり、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行しました。それに伴い、マイナンバーカー
ドを用いて患者の資格情報のみを取得できる仕組みが始まりました。この取り組みは柔道
整復療養費のオンライン請求導入へと繋がるものと思っています。
　また、今年当会の大きな行事として、東北ブロック会山形県大会が７月２６日・２７日、山
形市で開催します。柔道大会は上山市で学術大会は山交ビル７階で行います。そして、懇
親会は山形国際ホテルにおいて開催する予定です。地域医療の一端を支える柔道整復師と
して、また、学術・技術の研鑽を積むためにも、多くの会員のご参加をお願い致します。
　結びに、本年も会員皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、
新しい年が先生方お一人お一人にとって充実した幸多き年となりますことを祈念申し上げ、
新年のご挨拶とさせていただきます。� 令和７年元旦　
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年頭のご挨拶
日本スポーツ協会　会長　　　
衆議院議員　　　　　　　　　

遠　藤　利　明

　令和７年の新春を迎え、心よりお慶び申し上げます。本年も何卒よろしくお願い申し上
げます。
　山形県柔道整復師会におかれましては、柔道整復の進歩・発展と柔道整復師の資質向上
にご尽力され、国民の健康・福祉に大きく貢献してこられました。これまでの貴会の皆様
のご尽力とご貢献に対し、深く敬意を表します。
　現在、社会全体や医療分野のＤＸが進む中で、柔道整復療養費においても、公的な関与
の下に請求・審査・支払いが行われる仕組みとして、オンライン請求の導入が検討されて
います。併せてオンライン資格確認については、昨年１２月２日に保険証の新規発行がされ
なくなることに合わせて義務化しており、義務化に先立ち昨年４月から資格確認限定型の
システム運用を開始しています。
　このような動きは、施術所等の事務の効率化、施術のさらなる質の向上につながり、国
民に良質な施術が提供されると考えており、貴会のご協力には大変感謝しております。
　また、昨年の柔道整復療養費改定においては、改定率＋０．２６％を確保しました。この中
で、施術所における光熱費等の上昇を踏まえ、電療料を引き上げたほか、他産業等におけ
る賃上げの状況や医療ＤＸへの対応といった観点を踏まえ、初検料を引き上げたところで
す。
　次期柔道整復療養費改定に向けた議論においては、今般の料金改定を踏まえつつ、引き
続き、皆様の意見を丁寧に伺いながら、現場の皆様がより良い施術をできるよう、検討を
重ねていきたいと思います。
　また、急速な少子高齢化や医療技術の高度化、医療・介護ニーズの多様化などにより、
我が国の医療・介護を巡る環境が大きく変化している中で、医療・介護の連携を強化し、
地域包括ケアシステムの構築を推進することは、今後さらに重要となってまいります。
　このような状況の中で、傷病を抱える方々も含め、国民が生活の質の向上を図りながら
安心して地域で暮らしていくために、柔道整復師の果たす役割は、引き続き大きなものと
考えております。
　柔道整復師の皆様方におかれましては、引き続き研鑽を重ね、これまで以上にその真価
を発揮なさっていくことを期待しております。
　最後になりますが、本年が貴協会にとって、実り多き素晴らしい一年となりますよう心
よりお祈り申し上げ、年頭に当たっての私の挨拶といたします。
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年頭のご挨拶
復興副大臣　　　　　　　　　
衆議院議員　　　　　　　　　

鈴　木　憲　和

　年頭にあたり、謹んで初春のお慶びを申し上げます。

　平素より、貴会の皆様からたくさんの励ましやご指導を頂きまして、心より感謝申し上

げます。

　会員の皆様におかれましては、山形県の医療福祉社会へのご貢献に、深く感謝申し上げ

ますとともに、長年培われてきた伝統ある柔道整復術を通し、県民の健康に寄与されてお

られますことに、心から敬意を表します。

　皆様には、更なる技術の研鑽と後進の育成に努められ、本年も益々ご活躍されますこと

をご期待申し上げます。

　私も、皆様方のご意見やご指導を頂き、さらに連携を深めながら、地域や日本が抱える

諸課題について真摯に取組み、国政に邁進して参ります。

　今年一年が皆様にとりまして、健やかで明るい年になりますよう、そして更なるご活躍、

ご繁栄に繋がりますよう、ご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

� 令和７年初春
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年頭のご挨拶
前 内閣府特命担当大臣　　　
衆議院議員　　　　　　　 　

加　藤　鮎　子

　公益社団法人山形県柔道整復師会の皆様、あけましておめでとうございます。
　皆様にはお健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　山形県柔道整復師会の先生方におかれては、学術・技術の研鑽に不断のご努力を重ねら
れ、地域医療の振興と社会福祉の充実にご貢献を頂いていることに深甚の敬意を表します。
　患者様が負った打撲や捻挫、骨折などの損傷を保存的に治療して回復を図る、整復・固
定、手技・運動・温熱などの日本の伝統医学の施術による療法は、今日まで長く地域の接
骨院として、“ほねつぎの先生”として、多くの患者様から安心と信頼を寄せられています。
　私の父�紘一は６人兄妹でしたが、父が幼い頃、兄たちと外遊びや川遊びをする中で、
すぐ上の兄たちは時折�怪我をして、当時ご近所付き合いを頂いていた「“ほねつぎの先
生”から治療して頂いたものだ。」と話していたことが改めて想い出されます。
　祖母や父母が、その接骨院の先生のことを「“大

おお

先生、若
わか

先生”とお呼びしていた。」と
話していたことから、二代に亘って長く親しくお付き合いを頂き、お世話になっていたこ
とに改めて感謝と敬愛の念を深くしております。
　私の祖父母と父母、伯父・叔母たちがそうだったように、柔道整復師の先生方には今日
においても患者様だけでなくそのご家族や関係者の不安や懸念にも心を寄せ、親身になっ
て説明し、励ましてくださる“ほねつぎの先生”として、施術に留まらない、優しく頼も
しい存在でいらっしゃるのだろうと思います。
　山形県柔道整復師会におかれては、１世紀を超える光輝ある歴史を刻まれる中で時代の
変遷を的確に捉えられ、先生方の施術の研鑽、学術の向上・発展に資する事業はもとより、
近年激甚化・頻発化している災害時の救護活動をはじめ、スポーツイベントや各種催事で
のボランティア活動、県民の方々の健康、高齢者の方々の福祉、柔道をとおした青少年の
育成など、本県の地域医療の振興と社会福祉の充実に多大なご尽力とご貢献を頂いており
ます。
　先生方には、今日益々重要且つ多様化している医療・医学への県民のニーズにお応え頂
く先駆的な取り組みを、一層力強く推し進めてくださることに大きな期待を寄せる次第です。
　私も、先生方から賜っておりますご指導とご支援を胸に刻み、地元国会議員として国政
並びに当地域の発展とともに、山形県柔道整復師会の意義ある事業を、先生方のご活躍を、
全力で応援してまいる所存です。
　結びにあたり、新しい年の公益社団法人山形県柔道整復師会の益々のご隆盛並びに先生
方のご健勝とご多幸、ご繁栄を心よりお祈り申し上げ、年頭のご挨拶と致します。
� 令和７年１月吉日
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年頭のごあいさつ

山形市長　　　　　　　　　

佐　藤　孝　弘

　新年あけましておめでとうございます。

　公益社団法人山形県柔道整復師会の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこ

とと心よりお慶び申し上げます。

　貴会におかれましては、高い技術に基づく施術を行われ、市民に身近な「接骨院・整骨

院」として、また、スポーツにおけるトレーナー活動や高齢者の方々に対する運動機能の

維持・向上に向けたサービスを提供いただくなど、市民の健康増進や介護予防に大きくご

貢献いただいております。こうした皆様のご尽力に対しまして、深甚なる敬意と感謝の意

を表します。

　さて昨年、山形市は、市制施行１３５周年を迎えました。その節目の年に、「山形花笠まつ

り」や「日本一の芋煮会フェスティバル」、「山形まるごとマラソン」等の大規模なイベン

トの通常開催をはじめ、一昨年末にオープンした道の駅「やまがた蔵王」では、１２月に来

場者が早くも１７０万人を突破するなど、社会経済活動が再び動き出していることを実感で

きた年となりました。

　令和７年度は、山形市の次期計画となる「（仮称）山形市発展計画２０３０」の初年度にな

ります。２大ビジョンである「健康医療推進都市」「文化創造都市」を堅持するとともに、

山形市の持っている強みを活かし、さらに伸ばすことで、引き続き誰もが安心して心豊か

に暮らせる持続可能なまちを目指してまいります。

　とりわけ、福祉行政においては「健康でいきいきと暮らせるまちづくり」を基本方針の

ひとつとし、誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送ることができ、一人ひとりが生き

がいや役割を持ち、支え合いながら安心して暮らしていくことのできる「地域共生社会の

実現」を重点施策としております。

　令和６年度から８年度を計画期間とする「山形市高齢者保健福祉計画（第９期介護保

険事業計画）」においては、多様な関係者が連携・協働しながら、医療、介護、介護予防、

住まい、自立した日常生活の支援が住み慣れた地域で包括的に行われる「地域包括ケアシ

ステム」を、深化・推進していくことを目標に掲げ、「住み慣れた地域でともに支え合い、

自分らしくチャレンジできるまちづくり」を目指しております。

　また、健康の保持・増進、健康寿命の延伸に向けましては、食事（Ｓ）、運動（Ｕ）、休
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養（Ｋ）、社会（Ｓ）、禁煙・受動喫煙防止（Ｋ）に留意する「ＳＵＫＳＫ（スクスク）生活」

を推進するため、健康ポイント事業や健康講座などの様々な取組を行っているところです。

　まちづくりにおいては、「歩くほど幸せになるまち」をコンセプトに、社会実験を重ね

ながら、ウォーカブルな空間の創出を順次進めております。中心市街地では「世界かん

がい施設遺産」にも選ばれた山形五堰の一つである御殿堰を活かし、「小径と余白のある

町」をコンセプトとした、「粋な町　七日町（粋七（いきなな））」エリアの整備を本格化

し、エリア全体で一体性・連続性があって居心地がよく、歩きたくなる空間を創出し、市

民の健康増進、中心市街地の賑わい向上、観光誘客につなげてまいります。

　人生１００年時代を迎える中、こうした取組を着実に推進し、高齢者を含むすべての市民が、

健康で役割をもってチャレンジし続けることができる社会を実現するためには、貴会をは

じめとする医療、リハビリテーション、福祉の専門職の皆様と行政との連携や、健康づく

りや介護予防対策を推進していくことが不可欠であります。高い専門性やご知見をお持ち

の貴会の皆様には、引き続きお力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。

　結びに、今年の干支は「巳年」であります。再生や変化を繰り返しながら物事が柔軟に

発展していく年になりますよう、そして公益社団法人山形県柔道整復師会のますますのご

発展と、新しい年が皆様にとりまして素晴らしい一年となりますよう心から祈念申し上げ、

新年のご挨拶といたします。
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ご　挨　拶

山形県議会議員　　　　　　

伊　藤　重　成

　新年明けましておめでとうございます。

　私共顧問県議団は日頃より柔道整復師会の皆様に公私にわたりましてご指導賜り感謝い

たしますとともに１０月の総選挙では遠藤代議士、鈴木代議士、加藤代議士をご推薦いただ

き当選がかなうことができました。心より御礼申し上げます。

　昨年を振り返れば元日に能登半島地震が発生し地形の複雑さから復旧に時間を要する間

に豪雨災害が７月２５日に起きてしまいました。さらにはその豪雨災害は県内の酒田地区、

最上地区にも及び被害総額約１，０００億円に及びこれまでにない最大級の災害となりました。

ようやく復旧が始まったばかりです。

　そのような中、物価高は一向に収まる気配は見えず医療福祉を取り巻く状況は公定価格

を起因に厳しい状況にあります。県議会９月定例議会では貴会との意見交換を通じていた

だいたご意見を物価高対策費として織り込むことができました。今後も是非顔を合わせる

機会を頂戴し県の施策に反映して参りたいと存じます。

　結びに皆様のいっそうのご発展を祈念申し上げましてご挨拶といたします。
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新年のごあいさつ

山形県医師会　　　　　　　　　
会長　間　中　英　夫

　新年あけましておめでとうございます。謹んで新春のお喜びを申し上げます。
　令和６年５月の役員改選に伴い、中目前会長の後任として山形県医師会長に就任いたし
ました。山形県医師会では勤務医の会長は初めてであり、山形大学出身としても初めてで
す。山形県の地域医療の充実・発展のために精励する所存ですので、今後とも一層のご指
導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、山形県においては、人口減少、医師不足、医師及び診療科の偏在など、医療を取
り巻く環境は厳しくなっております。
　こうした中、本会では、後継者のいない医療機関において第三者が医業を引き継ぐ、医
業承継を支援する事業を進めております。譲渡希望者と開業希望者のマッチングを進める
サイトを令和７年１月に公開予定ですので、関心のある方々にご案内いただければ幸いで
す。
　また、医学生に医師会活動に参加いただくことで、組織強化につなげていくため、令
和６年４月に「山形県医師会医学生会員」制度を設置いたしました。昨年１１月末時点で、
１５９名の医学生に加入いただいております。
　ほかにも、本会では、サイバーセキュリティ対策、医療従事者安全確保対策、医療的ケ
ア児者への支援を含む在宅医療の推進など、様々な課題に対応する施策を実施し、県民の
皆様の健康維持・増進に努めてまいりますので、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、山形県柔道整復師会の今後ますますのご発展と、会員の皆様のご健勝、ご活躍
をご祈念申し上げます。
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　今年の東北ブロック大会は山形県が主管
となります。少年柔道大会・形競技会並び
に学術大会の成功に向けてしっかり準備
をして参りたいと思います。また、山形
Re:Bone 会議も開催し、頂いたアイデアを
会の活性化に繋げていきたいと思います。
更に会員増の為に本会だけでもできること
に取り組んでまいります。本年もどうぞ宜
しくお願い致します。

　医療ＤＸ、人々の生活をより良い状態に
変革する時代。オンライン資格確認、マイ
ナ保険証の運用が始まりました。近未来の
電子請求化も直近に捉え、更なる問題が待
ち受けます。昨年は料金改定の年でしたが、
依然として柔整界には厳しい内容のもので
ありました。向後も会員の皆様には、有益
となる保険情報を収集し発信してまいりま
す。

総 務 部 保 険 部

　昨年からリニューアルした会報は、広報
として様々な機関に配布したいと考えてお
ります。他団体や個人開業の施術所にも配
布し会をＰＲしたいと考えております。ま
た、来院していない方への広報手段はどの
ような形が効果的なのかを引き続き検討し
てまいります。

広 報 部
　今年の学術部は、東北ブロック学術大会
が山形県で開催予定ですので、その成功に
向けて準備していきたいと思います。また、
県学術講習会での何か新しい取り組みを考
えていきたいと思います。会員の皆様から
は、どなたか学術講習会での講師を推薦し
ていただきたいと思います。

学 術 部

　第１４回公益社団法人山形県柔道整復師会
少年少女柔道大会・形競技会は令和７年３
月９日（日）に山辺町武道館で開催予定で
す。東北ブロック少年柔道大会・形競技会
は令和７年７月２６日（土）三友エンジニア
体育文化センター（上山市体育文化セン
ター）で開催予定です。公益社団法人日本
柔道整復師会少年少女柔道大会・形競技会
は１１月に東京都文京区の講道館で開催予定
です。上記少年少女柔道大会・形競技会出
場選手の健闘を願っています。

柔 道 部
　昨今の会員数の減少と請求金額の減少に
伴い、会の収入が激減しております。それ
に加え新入会員の社団離れも問題になって
います。各会員が現状を踏まえつつ、これ

からの会発展のために
皆様から御意見をお聞
きし対策してまいりま
すので、ご指導ご協力
をよろしくお願いいた
ます。

経 理 部

各部の今年の抱負各部の今年の抱負
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▶シリーズ「会長対談」

　昨年は１００周年記念号としてオリエンタルカーペットの渡辺社長の記念講演要旨を掲載
しましたので、「会長対談」は今回が初めてとなります。記念すべき第１回目のお客様は
成長を続けるダイバーシティメディア社長の吉村和文様をお招きいたしました。山形地区
広報の関洋明会員と親交がおありだとのことでお声がけ頂きました。閉塞感が漂う業界に
とても有意義な提案も頂きました。

　　出席者　　ダイバーシティメディア社長　　　　　　吉村　�和文　様
　　　　　　　公益社団法人山形県柔道整復師会会長　�　佐藤　公司
　　　　　　　同副会長兼広報部長　　　　　　　　　　稲毛　�英俊
　　　　　　　同広報部員・山形地区副地区長　　　　　関　　洋明

吉村　�本日はお招きいただきましてありがとうございます。私は吉村和文と申しまして、
ダイバーシティメディアともとはケーブルテレビ山形という会社を作らせて頂いて、

　　　�その後ムービーオンという映画館、取締役をやっておりますけれども、モンテディ
オ山形の社団法人から法人へ移すときから、また更にはバスケットのパスラボ山形
ワイヴァンズ、その他にも山新さん・ＹＢＣさんなど様々なオール山形で形成した
データセンターとか、それからバーチャルシティというＩＣＴ会社、また東海山形
高校も今経営させて頂いています。先ほど関さんのほうからもありましたけれども、

　　　�湯殿山神社の奉賛会会長を現在勤めておりまして、そちらの婦人会の方の代表だっ
たのが関さんのお母さんで、そして関さんは神輿会の方の会長でもあったというこ
ともあって、そういうご縁でお付き合いをさせて頂いております。実はこの山形県
柔道整復師会、元の県接骨師会は父親がとてもお世話になっておりましていろいろ
なことを思い出します。鹿野道彦農林水産大臣もいましたし、彼もとても思いを
持っていてよく当時の診療報酬の話を父とやっていたという記憶がございます。そ
ういう父の後ろ姿を見ていてとてもこの会をリスペクトしているんだなというふう
に思っておりました。よく医療福祉の４団体と父は言っていたんですね。医師会、
歯科医師会、薬剤師会、そして接骨師会と、この４つがしっかり地域の医療を担っ
ているということがとても重要なんだなんていう話を、良く言っていたのを記憶し
ています。そんなこともありまして、友好関係を持っている方々がたくさんいます
けれども、今日はそういう意味で関さんからお話があった時に、とても私も光栄に
思って２つ返事で快諾させて頂いたというところでございます。まだまだ私も若輩
でありますしまだまだ勉強不足でありますけれども、少しでも会の皆さんに参考に
なればということで、何か役に立つことがあればいつでも言って頂きたいと思いま
すので宜しくお願い申し上げます。

稲毛　�では早速会談に入りたいと思います。今、吉村さんの方からお話が出ました元顧問
の吉村和夫さんについてまず最初にお話したいのですが、長年当会顧問としてご指
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導を頂きまして本当にお世話になりました。最初の市長選の時に薬師町の選挙事務
所に電話投票依頼に行った時のことですが、社長さんと弟さんとお二人で対応して
いただきました。あの時の社長さん、すごく厳しい顔をしていらっしゃいました
（笑）。弟さんがとてもにこやかで、これは政治家吉村和夫さんの後継者は弟さん
がやって、お兄さんは別のことを考えているのかなとちょっと感じたことがありま
したが、その数年後にケーブルテレビ山形を始められたということがございました。

吉村　�今から３０年前の話ですね。そうでしたか。本当に皆さ
んからは仲間みたいな感じで、選挙だけじゃなくてい
ろんなところで声をかけられたり声をかけたり。昔長
岡先生とか関さんのお父さんもそうですけれども、父
の昔秘書だった人の息子さんの田苗君とか。それでう
ちの父は膝が弱い人でしたので、いろんな先生方から
お会いするたびにアドバイス頂いたり触って頂いたり
していたのを記憶してます。だからそういう意味では、
私も昔から接骨師会というのはうちの父との関係がとても深い団体なんだなと思っ
てました。

会長　�そういえば何年か前、長岡先生がまだご健在の頃、吉村和夫さんが治療時に着用す
るジャージがまだうちにあるんだって言ってました。亡くなられた今、そのジャー
ジを家族に届けた方が良いのか、捨てるわけにもいかない。どうしたらよいか等と
いう相談を受けたことがありましたね。

吉村　�そうでした。長岡先生にはよく行ってたんですね。特に晩年の頃は常にちょっと
行って足や膝をやって貰ってましたね。その後、息子さんも何度か仏壇の方に来ら
れましたけどね。本当に皆さんと交流をさせて頂いておりましたし、亡くなって２０
年になりますけれども改めて本当にありがとうございます。

会長　�我々の会の話じゃないんですけれども、私は高校・大学でウエイトリフティングを
ずっとやってたんですが、山形県ウエイトリフティング協会の３代目会長が吉村和
夫さんなんです。そして、この業界に入ったら本会の顧問に吉村和夫さんがおられ
たんですね。その時は、何らかのつながりを感じましたね。

吉村　�覚えてます。
会長　�山形県ウエイトリフティング協会５０年史に掲載してある、歴代会長の写真をコピー

して持ってきました。初代の華山親義さんは分からないんですけれども、２代目は
鹿野彦吉さん。それで吉村和夫さん３代目、鹿野道彦さんが４代目なんですね。

吉村　�あ、みっちゃん、道彦さんの方が後なんですね。
会長　�平成７年に山形県で国民体育大会が開催されたんですが、国体開催前に吉村さんか

ら鹿野さんに会長が変わりました。その時、吉村さんが今度の会長は衆議院議員だ。
という挨拶をしていたことが、今でも記憶に残っています。しかし、お話聞くと吉
村和夫さんと鹿野道彦さんは、言い方が変かもしれませんが、いつも一緒なんです
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▶シリーズ「会長対談」

ね。
吉村　�だってうちの父はもともと鹿野彦吉の秘書だったんですよね。でも素晴らしいです

ね、副知事が初代で。鹿野彦吉さんは経済企画長長官だしね。山形市長だし農林水
産大臣だし、ほんと素晴らしい方々。

会長　�確か私が選手生活を終えた時は吉村さんが会長でした。選手時代も大変お世話にな
りましたが、本会顧問としても吉村さんには、お力添えを頂きありがとうございま
した。

吉村　�ちょっと協会の話とは離れますが、うちの父と鹿野彦吉の出会いは、うちの父親が
山形南高校に進んだ時に山形の警察署長だったうちの祖父、父親が亡くなるんです
よ。その遠縁に吉村敏夫という兄がいて、それが今の吉村県知事の旦那の親父です
ね。県の教育長とか総務部長とか出納長まで行った方なんですけども、この方が亡
くなって、うちの父がもう就職先がなくて、それで鹿野彦吉さんの秘書になるんで
すね。それが山形大学でボクシングしてましたから、山大のボクシング部時代に就
職するんですよ。ところが鹿野彦吉先生は選挙がめちゃくちゃ弱くてですね、１０回
やって５勝５敗です。２回連続落選なんかして、ほんと食っていけないような時代
でもずっと２０代の秘書をやってて、それで東京に行って私が生まれるんです。帰っ
てきてそこから県会議員になっていくんですけども、だから鹿野彦吉はうちの父の
父親代わりみたいな人だったんですね。そういう意味では鹿野道彦っていうのが自
分の弟みたいな感じで。だから鹿野彦吉親父がいて吉村和夫長男、それで弟に鹿野
道彦みたいな。だからここはセットなんですよ（笑）。湯殿山もセットでしたし山
形もセットでしたね。嬉しいです。このような写真を見せて頂いてありがとうござ
います。懐かしいですね。

会長　�今のお話をお聞きして、本当に鹿野さんと吉村さんとはセットなんだなっていうこ
とが納得しました。

稲毛　�先ほどケーブルテレビを始められたという話がちょっとありましたが、あの当時
ケーブルテレビというとまだ電波障害のあるところがメインで、そういう中でこれ
を始められたっていうのはどのようなお考えだったのでしょうか。

吉村　�うちの父が最初に市長に立候補したのが５５歳くらいの時で私が２２歳くらいの時だっ
たんですね。落選したんですがその時に郵政大臣が当時うちの父の応援に来られた
んですね。当時うちの父は保守のど真ん中から立候補しましたから竹下登さんとか
も麻生太郎さんとかお歴々がたくさん来て、郵政大臣から吉村さんがもし当選した
ら山形をテレトピア地点にするよと。今から衛星がどんどん上がるから、国として
もバックアップするからそれを受けるテレトピアの設備を作ってみたいなね。その
時にうちの父が落選し同じく立ってた米沢の高橋幸翁さんが当選して、先に高橋幸
翁さんのところにケーブルテレビが行っちゃったんです。私は心の中であれがあっ
たら山形もっと活性化するなと思ってました。父がもう１回立候補して２回目も負
けるんですね。それで父の秘書を辞めてケーブルテレビを作り出すんですよ。１９９２
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年に会社を設立して９４年に放送開始をします。ちょうど３０年前に放送開始しました。
この時は父が落選議員ですから私は無一文。だけどやりたいと。当時山形はＹＴＳ
さんがキー局を変えてテレ朝になったことで山形エリアではフジテレビが見られな
くなったんですね。なんとか高いアンテナを上げて仙台放送を流すんですけれども、
その時にこのケーブルテレビ局を作るってなった時にやっぱり２～３０億かかるんで
すが、そんなことも全然わからなくてとにかく思いだけが先行して山形銀行と当時
の殖産銀行の門を叩くわけですね。山形銀行に長谷川吉茂さんがいて、殖産銀行に
長谷川憲治さんがいて、お二人がとっても親身になって聞いてくださいました。や
りたいのはわかるけれども、持ち逃げされても困るからここに１ヶ月以内に１億円
持ってきなさいと言うんですよ。私はやりたかったから父の後援会をずっと回った
り知ってた方にお願いして、２００万ずつ５０社から出資を頂くんです。それで１億円
になりましたと持って行ったらその場でわかったと２０億円を融資頂いたというのが
一番最初です。でもそれは今の山形だったら絶対あり得ないというか、当時その時
に長谷川吉茂、長谷川憲治という最終的にはお二人とも頭取まで行かれたお２人の
常務時代の若かりし４０代の頃に、３０代の若者に一緒に夢を見ましょうって言って頂
いたことがスタートだったんです。そこからいろんなものが広がっていったという
ような状況ですね。

会長　�素晴らしいお話ですね。この１億円というのが今の資本金ですね。
吉村　�映画館をやったり東海大山形高を改築したり全部で９７億円借りました。８０億ぐらい

返して今残っているのが残り１７億ぐらいありますけれどもね。でもやっぱりそうい
うのっていうのはみんなの応援ですよね。本当にありがたい限りなんです。

稲毛　�ニューメディアさんの方が早かったんですか？
吉村　�ニューメディアは国の金と市町村の金で作れたんですよ。テレトピア指定当時だっ

たかな。だからうちの７年前です。
稲毛　�先輩から、吉村さんがケーブルテレビ始められるからお前契約しろよって。
吉村　�とってもありがたい先輩でした。
稲毛　�１０月ぐらいからでしたっけ？　
吉村　�そうですね。１０月１日からです。
稲毛　�そうでしたよね。それを待って契約しました。
吉村　�最もありがたい。もう第一期の一番本当に、でも何者になるか分からなかった時代

ですからね、あの頃は。
稲毛　�でも他チャンネルって何かワクワク感が半端なかった。
会長　�そうでしたよね。テレビが全盛期の頃ですよね。
吉村　�ちょうどその時に１９９０年前半でＢＳとかＣＳとか衛星放送が出た時期なんです。

１９９４年に我々がケーブルテレビを開局した頃に芸工大ができて新幹線が通って、そ
れでワクワク感があった時に衛星放送も出ていって、全国的にはＪリーグが出来上
がって、それでサッカーを衛星を使って見るっていうような、あとはＢＳで世界の

－ 13 －



▶シリーズ「会長対談」

いろんなスポーツが見られるようになったのがこの頃です。自分で１０～１５万をかけ
てパラボラを立てるかケーブルに入るかどちらかしかなかったんです。ケーブルテ
レビは団体購入だからリーズナブルに入れました。現在は国民の５２％がケーブルテ
レビを介してテレビを観ているというところまで広まったんです。

稲毛　�何年前だったかライブドアのホリエモンさんがＴＢＳを買収するときに「将来はイ
ンターネットに吸収されてテレビはなくなる」と話していたことがありましたが、
最近はそこに近づいているような気がします。

吉村　�当社もインターネットを始めてその後Ｕ－ＮＥＸＴさんと提携したりして、配信も
テレビも衛星もそうですし、やはり何でもやれるような環境にしておかないと。テ
レビしか見ないという人もいるし、若い子はテレビなんか見ないでパソコンとスマ
ホだけで充分ですという人もいるし。東北のＮＴＴの光回線の権利を全部当社が
買ったんです。東北１７局のケーブルテレビと連携して東北ケーブルテレビネット
ワークという会社を作って私が経営しています。それでＮＴＴやスカパーと提携し
て東北全域をカバーしました。先ほど言ったようにインターネットもできますから
Ｕ－ＮＥＸＴとも提携するという形でテレビ放送プラス通信を展開しています。

稲毛　�時代がどんどん変わりましたね。当会もその頃から随分変わりました。最初は社団
法人山形県接骨師会でしたが、名称を国家資格名にしようという事で山形県柔道整
復師会になりました。

会長　�我々の上部団体に日本柔道整復師会という組織があります。以前は会の名称が４７都
道府県バラバラで接骨師会もあれば整復師会もあり統一性がなかった。１０数年前に
全国統一名称になりました。そして公益法人も取得したんです。

吉村　�アライアンスというか統一されたんですね。最初は一社でとかでやれていたことが
集団として繋がってそれがスタンダードになった時はいろんなことができますよね。
まさに同じでメディアの世界の統合です。

稲毛　�ダイバーシティという名称はまさにそれですよね。そうそう、全日本プロレスの社
長になられた時は驚きました。

吉村　�あれはサッカーをやってバスケットをやってたら、プロレスラーの武藤敬司さんか
ら連絡がきたんです。新日本プロレスは人気があるんだけれど全日本プロレスがど
んどん廃れていくのでいろんなスポーツに携わっているので力を貸してくれないか
と２回ほどいらしたんです。私は全日本プロレスの著作権はどなたがお持ちなのか
と聞いたところジャイアント馬場の奥様の馬場元子さんが持っているという事でお
会いして話をしたら、１，０００万円する馬場のガウンを全部差し上げます、ファイヤー
バードのオープンカーも差し上げますので是非お願いしますと（笑）。そんな大き
なオープンカーは山形で乗れませんが、協力するので皆でやりましょうと始めたの
がこれです。でも１年半くらいで他の方に売却しました。理由はサッカーやバス
ケットのチケットはぴあで映画のように買って観れるんですが、プロレスは未だ
に手売りなんです。だからチケットの管理がなかなかできないし、最終的には選手
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が自分たちで持っていって入金しないで次の試合に入ってしまうなんてことも一杯
あって、我々がやるビジネスではないと思ったら東京の方が全部引き取ってくれま
して経験だけさせてもらった形です。

会長　�余談になりますが武藤敬司さんは柔道整復師なんです。仙台の柔道整復師養成学校
を出ているんです。

吉村　�そうなんですか。来年呼んだら良いんじゃないですか。講演に来いというといつで
も来ますよ。とっても面白い人です。

会長　�社長はいろいろ手がけていらっしゃいますが、今後の方向性はどのようなお考えを
お持ちでしょうか。

吉村　�山形にはこんな素敵なお店があるとかこんなおいしいお蕎麦があるとか、こんなと
ころでお母さんが子どものためにかもしかクラブで頑張っているとかお祭りがある
とか、そういうものは全国のニュースでは取り上げないけれども我々にとって大切
なのは日常のこと。我が町でどんなことがあるかまたそれを誇りに思えるような地
域を愛せるために作ったケーブルテレビを充実させたいです。ＣＡＴＶというのは
実際はコモン・アンテナ・テレビジョンと言って、コモンはコミュニケーション・
コミュニティーのコモンです。これがＣＡＴＶのフィロソフィーというか存在理由
です。だからそういうところを特化していきたい。ただそれを山形だけではなくて
世界に広げたいからＵ－ＮＥＸＴやスカパーと提携しているんです。山形の番組を
地方から全世界に発信していきたいというのがあって、それはこの地域の「小さい
けれどされど尊い物語」と私は言っているんですが、そういう物語にとってもこだ
わっていきたいと思っています。３０年ずっと変わらずやってきましたが、それは父
も同じだったのかもしれない。暮らしている地域を愛することが次の世代にバトン
を渡していく役割なのかなと考えてます。

会長　�我々に欠けているような素晴らしいお話を伺いました。
ここで当会のことを少しお話したいと思います。柔道
整復師は大正９年国から公認されました。山形県にお
いては、大正１０年８月「山形県柔道整復師会組合」が
組織され、現在の山形県柔道整復師会として現在に
至っております。令和３年で会創立１００周年を迎えま
したが、コロナ禍の影響で延期を余儀なくされ、昨
年１１月創立１００周年記念行事を執り行いました。他県
においては、まだ１００年になっていないところが多くあります。山形県は全国に先
駆けるほど会の設立が早かったと思います。また、柔道整復師には長い歴史があり、
日本古来の武術の一つである柔術を源として、特に戦国時代において相手を倒す殺
法と相手を助ける活法というのがあります。殺法は時代の変遷をたどり柔道となり
ます。活法は柔道整復術として進化し接骨院・整骨院に至っています。戦国時代に
柔術道場の片隅に、柔術家が怪我をした人たちの手当てをするところがあった。戦
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▶シリーズ「会長対談」

国時代が終わることで道場が無くなって治療室だけ残ったのが、現在の接骨院・整
骨院の発祥のようです。

吉村　�なるほど、それで柔道整復師という名前に代わるんですね。
会長　�明治時代に国は日本の医療を西洋医学に変えていくということから、接骨業の規制

が始まりました。接骨業を営んでいた方々は廃業の運命を辿ります。しかし、大正
９年に嘉納治五郎先生等が中心となり、大正９年国の公認を得て復活します。そし
て先ほど我々の会は大正１０年にできたという話に繋がります。更に終戦後マッカー
サーにより医師以外の治療の禁止が出されました。ＧＨＱや国へいろいろな働きか
けや活動を行った結果、再び承認を得て今に至っている訳です。また、平成９年ま
では柔整養成学校は全国で１４校しかなかったのが、平成９年に九州に１校もないこ
とから、福岡に学校を一つ作りたいと厚労省に申請したら、厚労省ではこれ以上増
やせないと却下したんです。それで裁判になり国が負けてしまった。それで平成１０
年に１５校になった。そしてそこから１０年間のうちに１００校を超え乱立状態になって
しまったんです。

吉村　�１０年間でですか？
会長　�学校教育というよりもビジネスとしての学校経営者が増えてしまった。平成９年ま

での卒業生は全国で１，０００人位だったのが、今では８，０００人以上になって、柔整師も
飽和状態になっています。

吉村　�飽和というか需要と供給が釣り合っていないですね。
会長　�昭和１１年頃だったと思いますが、当時の柔整師会に入会すれば健康保険を使って良

いということで、県内の柔整師はほとんど当会に入会していました。しかし、昭和
６３年頃に、同じ柔整師免許なのに社団法人に入会しなければ保険取り扱いができな
いのは違法だと国が訴えられこれも国が負けてしまった。

吉村　�それでは制御が効かないわけだ。
会長　�そうなんです。山形県に接骨院・整骨院が４００件位あるが半分は当会に入っていない。

その辺りから法令順守しない柔整師も増えてきました。また、柔整師の資格を有す
れば機能訓練指導員として介護事業への参入を進めているが、思うようにことは進
まないのが現状です。我々の業界は時代の動きに適応できていないのではと感じて
います。

吉村　�生活衛生同業組合というのがあって、関連１３団体というのはご存知ですか？そば組
合、クリーニング組合、理容組合、美容組合、飲食、旅館、それから私が理事長を
している興行組合等１３団体ありまして、そこの理事長たちが厚生労働省所管の生活
衛生同業組合に入って県も金融もそこに入っているんですが、皆さん仰るのは組合
に入らない人たちが増えている。その対策をどうするかという話が半分くらいあり
ます。

会長　�同じですね。
吉村　�同じなんです。だからメリットをどう作るかということで、県から支援を頂いたり
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県内全部で相互乗り入れをしたりしています。そんなこともやって行ってはどうで
しょうか。いろいろやっているんでしょうけど。

会長　�やっていないですね。コロナ前は医師会や歯科医師会、薬剤師会、放射線技師会等
保健所管轄の業界の集まりがありました。内容は各業界から会費を徴収しています
ので、いわゆる総会をします。その後、各業界の現状を報告した後、懇親会をして
終わります。

吉村　�厚生労働省の管轄ですよね。何を言いたいかというとそこに入って皆でやるという
のも方法かなと思うんです。

会長　�先ほども言いましたが、以前は我々の会に入らないと健康保険が使えないという絶
対条件があった。絶対条件が無くなった今、それに代わるような条件を考えなければ、
更に個人契約者が増えてしまいます。全国に５万件以上の接骨院・整骨院がありま
す。我々の公益社団の会員は１万５千人。入らない人がどんどん増えているんです。

吉村　�そうなんですね。だから他の団体、例えばスポーツ関係等と先ほどの殺法と活法の
様に連携をとっていけるようになれば面白いですね。

会長　�柔道の救護や更には県や警察等と協定を結んでいるんですが、最近は救護活動が嫌
だという人が増えてきているんです。

吉村　�必要性があると思うんですけどね。でも生活衛生協同組合に入るのも良いと思いま
す。東海大山形高の理事長をやっていますが、今は先生方の働き方改革で放課後の
部活は教えられなくなりました。それはどこの学校もそうで、その解決策として別
団体を作っていくという流れにもなっています。是非これを機に連携を取らせて頂
きたいと思います。

会長　�今日いろんなお話を伺って我々も変えていかなければならないと思いました。まず
会員を増やすというところから始めないといけませんね。本日は貴重なお話を伺う
ことができました。大変ありがとうございました。
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▶県事業報告

第６７回通常総会

 副会長・総務部長　稲毛　英俊 

　令和６年５月２５日に山形国際ホテルにお
いて第６７回通常総会が開催されました。定
款の一部改正を含む上程された議案は全て
原案通り可決され今年度の事業に向けて新
しいスタートが切られました。

少年少女柔道大会・柔道形競技会
創立１００周年記念大会

 副会長・柔道部長　武田　吉和

柔道団体
　優　勝　高橋道場
　準優勝　酒田市柔道スポーツ少年団
　第３位　鈴川柔道スポーツ少年団
　第３位　高畠町柔道スポーツ少年団
柔道形競技
　優　勝　高橋道場
　準優勝　柔道スポーツ少年団大道館
　第３位　陵武会柔道スポーツ少年団
柔道個人　５年生
　優　勝　門脇　遥士（立川）
　準優勝　新田　　縁（酒田）
　第３位　齋藤　　和（高橋）
　第３位　大泉　穂果（山辺）
４年生
　優　勝　山内虎之介（高橋）
　準優勝　矢萩将之助（高橋）
　第３位　石川　雪花（大道館）
　第３位　土屋　天馬（大道館）
３年生
　優　勝　三宅　壱清（連性館）
　準優勝　小鷹　葵生（立川）
　第３位　保科幸之助（袖崎）
　第３位　佐々木陽真（朝暘）

山形 Re:Bone 会議開催

 副会長・総務部長　稲毛　英俊

　８月１８日、本会事務所会議室において
昨年に続きアンダー５０の会員による山形
Re:Bone 会議を開催致しました。今年も４
つの課題についてブレインストーミング方
式でディスカッションを行いました。その
中でも昨年会員を増やすためには何が必要
かという課題にたいして多くのメンバーか
ら挙げられた「入会のメリットのＰＲ」に
ついて深堀りも行いました。
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　５０歳未満の方々の思考や価値観を深く話
し合うことで理解し、今後の会運営に反映
させていければと再認識させられました。
参加者　�佐藤公司会長、稲毛英俊副会長・

総務部長、江口信浩総務理事、白
旗寛仁総務理事、稲葉裕（山形）、
圡門潤（庄内）、伊藤孝之（最北）、
鈴木崇士（寒河江西村山）、五十
嶺宗市（置賜・メール参加）

（公社）山形県柔道整復師会
令和６年度保険・学術講習会

保険講習会
 保険部長　石川　敏一

　去る令和６年１１月１０日（日）会場を山形
国際交流プラザ山形ビッグウイング２Ｆ大
会議室にて県保険講習会が開催されました。
　本年度の講師には全国健康保険協会（協
会けんぽ）山形支部業務部長の今井智浩氏
をお招きし、演題「保険業務の取り扱いに
ついて」と題し、協会けんぽ山形支部の医
療費の現状と取り組みについて等詳細にお
話をいただきました。
　協会けんぽは全国２６６万事業所、３，９５０万
人が加入している日本最大のマンモス医療
保険者です。主に中小企業、小規模事業所
が多く事業所全体の約８割が従業員９名以
下であるとのことです。
　次に山形支部の現状についてご説明があ

りました。内容を列挙すると、医療費の推
移、全国と山形県の平成２８年～令和５年度
までの集計比較が示されました。また、１
人当たりの医療費は山形県は全国で１１番目
とやや高い、因みに筋骨格系及び結合組織
の疾患１人当たり医療費（令和５年度）は
山形県は全国平均並み￥１３，９５８／年。次に
医療機関と柔整師への負傷原因照会文章と
保険者へのチラシがそれぞれ違う内容の説
明がありました。さらに、柔整療養費につ
いて令和６年４月～６月まで直近の東北６
県の比較表が出され、山形県は３部位の請
求と３部位以上かつひと月１５日以上の施術
は東北で一番低いというデ－タが示されま
した。会員の皆様はどのように思われたで
しょうか。
　次に、返戻（審査会返戻と事務返戻）の
説明や施術で行う際にご確認いただきたい
こととして、①毎月の保険証の確認�②負
傷の原因「いつ、どこで、どうして負傷し
たか」を施術録に記載すること�③業務上・
通勤時の負傷でないか（労災適用）�④交通
事故なら第三者行為による負傷となること�
⑤保険（療養費）の支給対象となるのか�
⑥医療機関と並行して治療を行っていない
かなど、詳細に説明されました。
　最後に、マイナンバ－の国の動きや協会
けんぽのマイナ保険証の取り組みとマイナ
保険証を持たない方の保険証に代わる資格
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情報の発行や資格確認書（現行の保険証と
ほぼ同じでベ－スカラ－が黄色となる）の
発行について話され、約１時間の講演が終
了いたしました。
　協会けんぽ今井業務部長殿には休日にも
かかわらずお越しいただきましたことに深
謝並びに厚く御礼を申し上げます。以上で
保険講習会の御報告といたします。

学術講習会
 学術部長　佐藤　義弘

　今回の講習会は２部構成で行われ、第一
部で山形県柔道連盟安全指導協力医師であ
る入江克宗先生による「柔道大会救護の留
意点」と題して、日頃柔道競技を中心とし
たスポーツ大会の救護の際の頭部及び頸部
損傷における処置の基礎を講演していただ
きました。
　処置の仕方で今後の選手生命にかかわる
重要な内容でした。

　第二部として令和７年山形県で開催され
る東北ブロック学術大会に論文発表される
二組の先生方による会員発表が行われまし
た。
　最北地区の早坂心大先生による「オス
グッド病の疼痛緩和の手段について」と寒
河江・西村山地区の奥山敦史先生、高橋明
大先生、伊藤大智先生による「中体連救護
班活動から見る今後の柔道整復師」の発表
が行われました。
　この内容を踏まえて学術部の論文審査会
を経てブロック学会の発表になります。
　休日のお忙しいところ、講演をお引き受
けくださった入江克宗先生に厚く御礼申し
上げます。

第１７回四師会交流野球大会
及び懇親会

 広報担当　関　　洋明

　令和６年１０月１５日（スポーツの日）、山
形市総合スポーツセンター野球場（きらや
かスタジアム）に於いて、山形市医師会・
山形市歯科医師会・山形市薬剤師会、そし
て山形県柔道整復師会の四師会で、「第１７
回四師会交流野球大会」が開催されました。
昨年の第１６回大会は悪天候によりグラウン
ドコンディションが悪く野球大会は中止と
なり懇親会のみの開催となりましたが、今
年は晴天に恵まれ素晴らしい状態での開催
となりました。但し、緑色の沢山の小さい
ゲストがグラウンドに来場していたことは
予定にないことでしたが…。
　第１試合、山形県柔道整復師会�対�山形
市歯科医師会�の試合が行われました。早
速我々の試合でした。初回表相手のミスも
有り８点を先制した我々柔整師会チームで

▶県事業報告
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したが。その後は点の取り合いとなりまし
たが、初回の大量得点のおかげで逃げ切り
勝利しました。点差はありましたが点差ほ
ど楽な試合ではなく逃げ切った感じの勝利
でした。
　続いて第２試合、山形市医師会�対�山形
市薬剤師会の対戦です。この試合は投打が
かみ合った山形市薬剤師会が山形市医師会
に勝利致しました。
　３位決定戦は�山形市歯科医師会�対�山形
市医師会�の対戦となりました。この試合は、
調子が上がったピッチャーと打線が爆発し
た山形市歯科医師会が勝利しました。
　そして優勝決定戦。山形県柔道整復師会�
対�山形市薬剤師会�コロナ前に開催された
第１５回大会と同じカードとなりました。お
互いのピッチャーの好投とそして得点チャ
ンスでのナイスバッティング、そしてお互
いに取った得点は５点。四師会野球大会二
度目のジャンケンにより決勝戦の勝敗を決
することになりました。両チーム代表１名
によるジャンケン一発勝負。結果、山形県
柔道整復師会野球部監督の石川敏一先生が
勝ち我々山形県柔道整復師会が優勝いたし
ました。因みに以前に行われたジャンケン
一発勝負による優勝決定戦でも石川敏一監
督が勝利し優勝を決めました。ジャンケン
一発勝負による優勝決定戦は負けなしです。
ちょっと微妙な勝利と感じているのは私だ
けでしょうか。
　試合後は山形グランドホテルへと場所を
移し、懇親会が行われ親睦を深めました。
会の垣根を超えての盛り上がりは過去の大
会と変わらぬ風景のままで懇親会は閉会と
なりました。
　来年以降も四師会野球大会は開催予定で
す。山形市医師会、山形市歯科医師会、山

形市薬剤師会そして山形県柔道整復師会お
互いの理解、懇親を深めて行くためにも大
事な大会だと思っていますので今後も参加
して下さる先生方を募集しています。今後
も応援の程よろしくお願い申し上げます。
《試合結果》
　優　勝　山形県柔道整復師会
　準優勝　山形市薬剤師会
　第３位　山形市歯科医師会第
　第４位　山形市医師会

山形労働局労働基準行政関係
功労者表彰

　労災保険審査委員として長年勤められた
武田吉和副会長が、令和６年１１月２６日に令
和６年度山形労働局労働基準行政関係功労
者として表彰されました。大変お疲れさま
でした。
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東北ブロック・日整柔道

東北ブロック学会秋田大会報告

 総務部理事　江口　信浩

　令和６年７月２７日（土）２８日（日）の両日、
ブロック学会が秋田市にて開催されました。
前々日に山形県特に庄内・最上地区に於い
ては最大級の豪雨災害が発生したと同時に、
主管県でもある秋田県も甚大な被害に見舞
われ、学会の開催も危ぶまれましたが、各
位の御尽力により無事開催に至りました。
　初日は、昨年同様に日整役員と東北各県
社団役員との意見交換会が開催され様々な
議題で活発な質疑応答が交わされました。
その後、徳山日整学術教育部長によるお知
らせと、「肩甲上腕関節脱臼」をテーマに
超音波観察装置の観察法と整復・固定の日
整ワークショップが行われました。その中
でも、徳山部長による医学的エビデンスの
積み重ねで治療法のガイドラインを作成す
ることが必要不可欠との話がありました。
今後エビデンスの構築が重要だと再確認し
ました。
　２日目は、午前中に大曲整形外科クリ
ニック院長の梅原寿太郎先生による「ス
ポーツ障害と骨粗鬆症関連疾患の治療～医
接双方で共通認識しておくべきこと」と題
して御講演がありました。医接連携に重要
となる必要な共通認識を多くの具体的症例
を基に御教示頂きました。その後、会員に
よる研究発表となり山形県からは工藤長弘
会員による「厚紙副紙の強度を増す方法」
という演題で、従来より患部の固定として
使用している厚紙にひと手間加える事によ
り、強度が増し尚且つ比較的安価でフィッ
ト感を得られるとの研究発表でした。日々
の診療の傍ら学術論文の作成、大変ご苦労
様でした。また、この度の水害に被災され

ながらも、ブロック学会に御参加下さいま
した会員の皆様も大変お疲れ様でした。
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第３２回日整全国少年柔道大会
第１３回日整全国少年柔道形競技会

 副会長・柔道部長　武田　吉和

柔道団体（山形県選抜チーム）
　一回戦　山形１対１沖縄（代表選勝ち）
　二回戦　山形０対３兵庫（敗退）
形競技（高橋道場）
　予選敗退

第２９回東北少年柔道大会
第１０回東北少年柔道年形競技会

 副会長・柔道部長　武田　吉和

柔道団体
　第３位　高橋道場
柔道形競技
　準優勝　柔道スポーツ少年団大道館
　第３位　高橋道場
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▶地区だより

山形地区だより

 広報担当　関　　洋明

山形地区春季学術保険講習会
令和６年２月１１日（日・祝）
会場：あこや会館
　山形地区春季講習会では、置賜地区の小
松光先生を講師に迎え「超音波の基礎知識
と活用法」を講義及び実際に超音波治療器
を使用しての実技講習をして頂きました。
超音波治療を行う上での注意点やコツなど
いくつかの症例を例に講義をして頂きまし
た。
　また保険講習として山形地区保険部の川
越義徳先生よりお話をして頂きました。保
険請求に関しての注意点等を中心にお話を
頂きました。そして、武田吉和県理事、稲
毛英俊県理事、馳尾順一県理事からもお話
をして頂きました。

山形地区総会
令和６年４月２１日（日）
会場：山形国際ホテル
　馳尾順一山形地区会長の挨拶に続いて鈴
木和也先生が議長に就任し、総務部、事業
部、保険部、学術部、広報部の順に令和５
年度の事業報告、経理部から令和５年度会
計報告そして会計監査報告がされました。

会員に承認された後、令和６年度事業計画
案が事業部、保険部、学術部より話があり
こちらも会員より承認され議事終了致しま
した。
　他に報告等々が行われ順調に山形地区総
会は閉会し懇親会へと会場を移しました。

山形地区秋季学術保険講習会
令和６年１０月１４日（日）
会場：山形国際ホテル
　県理事の石川敏一保険部長を講師に迎え
保険講習が行われました。柔道整復師の現
在置かれている状況及び保険請求に関して
お話を頂きました。
　また、学術講習として、寒河江西村山地
区の後藤雄二先生をお迎えして「匠の技伝
承プロジェクト」についての講演実技をし
て頂きました。今回は橈骨遠位端骨折の整
復固定そして超音波骨観察装置を使用して
の観察の注意点等々講演して頂きました。
柔道整復師の先人たちが伝承してきた整復
固定術を再認識した講義となりました。な
かなか骨折の整復固定する機会が減少して
いる我々ですが、柔道整復師が持っている
技を今後に残していく事の大切さを実感し
た講演でした。

石川敏一先生
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後藤雄二先生

庄内地区だより

 広報担当　丸山　　稔

令和６年庄内地区総会
　令和６年４月１６日（日）酒田市中央図書
館研修室（ミナト）において、令和６年度
庄内地区総会が開催されました。
　議長の進行により、令和５年各部の報告
と令和６年度事業計画案、予算案、柔道救
護計画案が承認されました。
　その後レストラン、ル・ポットフーに場
所を移して懇親会となりました。
　森田廣県議、田澤伸一県議、大内理加顧
問より挨拶を頂き、佐藤公司県柔道整復師
会会長の乾杯で始まり、参加者同士の情報
交換や会話で時の経つのも忘れ終始和やか
な雰囲気の中お開きとなりました。

庄内地区学術講習会・保険講習会
　令和６年９月１６日酒田市勤労福祉セン
ターにて学術講習会・保険講習会が開催さ
れました。
　後藤雄二先生をお招きして匠の技伝承プ
ロジェクト・橈骨遠位端骨折～基礎編～の
演題で講習会が開催されました。
　長尾淳彦会長の挨拶ビデオ、橈骨遠位端
骨折の説明、エコーの撮り方・実技、固定
材料の準備・仮作製、背側で固定等の内容
で講習していただきました。モデルを立て
て実技の説明が解かりやすく良い復習の時
間となりました。長時間の講習ありがとう
ございました。
　次に、県保険部長石川敏一先生を講師に
お迎えして、保険取り扱いについての演題
で講習していただきました。保険取り扱い
について・県ローカルルール・受傷原因・
受診照会・１０月からの変更点等について説
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▶地区だより

明がありました。マイナンバー保険証への
移行もあり業務も難しくなりますが乗り越
えて行かなければいけません。先生、参加
会員の皆様お疲れ様でした。

寒河江西村山地区だより

 広報担当　藤田　直也

学術講習会
　去る令和６年２月１７日（土）、フローラ・
ＳＡＧＡＥ会議室にて学術講習会を行いま
した。講師は寒河江西村山会員、ほねつぎ
名倉堂の佐藤敏先生から、「足関節捻挫に
ついて」と題しまして講習していただきま
した。先生はこの道約５０年も接骨院をなさ
れ、これまでも数々の骨折や脱臼を整復さ
れてきた大ベテラン先生です。
　始めに佐藤先生からホワイトボードで足
関節の様々な形状からお話があり、次に実
践で、厚紙を切りながら足の形状に合わせ
て副子を作り、そして包帯で固定する基本

的な技でありながらもやはり長年の経験で
しかできないしっかりとした手さばきには
まさに匠技と感銘を受けた次第です。また
先生から、最近中足骨骨折で来院した患者
の例を取り、整形外科と連携を取りながら
その固定術を学ばせていただきました。

令和６年度寒河江・西村山地区総会
　去る令和６年４月６日（土）、ホテルシ
ンフォニーにて令和６年度寒河江・西村山
地区総会を行いました。
　議長として、地区会長佐藤伸明氏の進行
により執り行われ、議決事項といたしまし
て令和５年度事業報告、並びに収支決算報
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告等、また令和６年度事業計画案、地区予
算案等が話し合われ決議されました。
　その他議案が出たのは、最近話題に上る
（コアジャパン等からの）受診照会でした。
寒河江・西村山地区会員にも多数寄せられ
ており、今後の対応として（コアジャパン
に限らず）、やはり問診票をしっかり患者
に書いてもらい記録を残しておくことが重
要と話し合われました。
　また、今年１２月から始まるマイナンバー
カードによるオンライン資格確認について
も話し合われ、４月時点ではまだ日整から
メールで来るマイナ資格確認アプリ操作法
が理解できず、これからの資格確認導入の
設定が心配だと言う声もありました。ただ、
まだこれから時間があるので状況を見なが
ら検討していくとの話し合いでした。
　総会終了後は懇親会となり、ここではや
はりざっくばらんに上記話題のスマホでオ
ンライン資格アプリを見たり聞いたりしな
がらより懇親を深めていきました。

寒河江西村山地区保険講習会
　去る９月２９日（日）午後５時３０分より、
寒河江ハートフルセンターにおいて、保険
講習会が行われました。
　今回は、当地区保険部の後藤雄二先生よ

り、庄内地区で９月１６日（敬老の日）に行
われた保険部長の石川敏一先生による保険
講習会に参加していただいた内容を当地区
にて発表してもらいました。
　内容といたしまして、毎年減少傾向にあ
る保険請求金額内容と、患者への受診照会
についての内容や医科との併給問題など。
また、１０月１日から始まった明細書発行の
義務化についての内容。そしてまたマイナ
保険証のオンライン資格確認についての対
応法も話し合われました。
　今後何かと課題が山積みであることから、
私たち寒河江西村山地区会員もこれから
先々の対応に苦慮しなければならないと感
じさせられた講習会でした。

寒河江西村山地区学術講習会
　去る１２月７日（土）、柴橋地区多目的研
修センターにおいて１７時より学術講習会が
行われました。今回は当地区会員後藤雄二
先生より、橈骨遠位端骨折の整復・固定法
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▶地区だより

の技術指導を講演していただきました。
　後藤先生は、日整の１００周年記念事業
「匠の技　伝承プロジェクト」の指導者養
成候補の県代表のお一人であります。その
先生が第一回目として各支部を回り技術指
導を行っています。当地区の技術講義では、
最初に日整会長　伊藤述史会長より動画で、
匠の技伝承プロジェクトの趣旨についての
ご説明がありました。近年私たち接骨院に
は骨折や脱臼の患者さんが来ることが少な
くなったため、日整では古来伝統的な柔道
整復術というのが忘れ去られることを危惧
して骨折・脱臼の施術経験が少ない会員へ
の技術指導を目的としています。その後超
音波装置で取り扱いを観察し、整復法から
固定法そして後療法の実践を学びました。
　学術講習会後は懇親会があり、１２月から
開始のマイナンバー保険証取扱の話題など
近況の情報に和やかな宴となりました。

最北地区だより

 広報担当　原田　洋典

最北地区総会
　令和６年３月２３日（土）午後３時より、
新庄市「新庄ニューグランドホテル」にお
いて、令和６年度最北地区柔道整復師会総
会が開催されました。
　総会は、早坂耐希総務部長の進行により
執り行われ、初めに「柔道整復師倫理綱領」
の唱和を全員で行いました。その後、加藤
聡副地区会長の開会宣言、続いて荒川由紀
春地区会長からの挨拶を頂きました。次に
議長選出となり、議長に伊藤孝之会員、副
議長に布川百合香会員、書記に原田洋典が
選出され、定足数の確認を行い議事進行と
なりました。
　議長の進行により、県理事会報告、審査
員報告があり、その後令和５年度各部の報
告と令和６年度予算案及び事業部と学術部
計画案があり、それぞれ質疑応答が行われ
た後に承認されました。続いて県総会にお
ける会員提出議案や、その他について話し
合いが行われました。
　県総会における会員提出議案では、コロ
ナ禍より続く患者数の減少に加え、物価高
の影響も強く、診療報酬の改正を望む声が
数多く見受けられました。それに患者照会
により、患者様が柔道整復師に対し不信感
を抱く場合が少なからずあり、何とか対策
できないものかと、全会員の頭を悩ませて
おりました。
　その他では、オンライン資格確認に必要
なカードリーダー等の購入や今後の流れに
ついて、ＳＳＢ利用者とマキシー利用者と
の間で意見交換をし、熱い議論を交わしま
した。
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　昨年に引き続き、役員は以下の通りです。
相 談 役� 井苅　照仁会員
地 区 会 長� 荒川由紀春会員
副地区会長� 加藤　　聡会員
総 務 部 長� 早坂　耐希会員
会 計 部 長� 笹原　正吾会員
保 険 部 長� 菊池　邦寿会員
広報部長兼総務� 原田　洋典会員
学術部長及び生涯学習担当� 下山　　剛会員
柔 道 部 長� 柴田　昌一会員
監 事� 渡辺　　新会員

　その後、会場を別にして懇親会の席が設
けられ、井苅照仁相談役の乾杯のご発声を
頂き宴に入り、美酒と料理に舌鼓を打ちな
がら終始和やかな雰囲気で会員同士の親睦
が深められ、最後は石川敏一県理事の中締
めで盛会裏の内にお開きとなりました。

最北地区保険・学術講習会
　９月１日（日）午後１時より、大石田町
町民交流センター「虹のプラザ」において、
最北地区保険・学術講習会が開催されまし
た。
　学術講習会は最北地区会員早坂耐希先生
を講師にお迎えし ｢匠の技の紹介｣ という
演題で、重点部位である橈骨遠位端骨折
についてご講演を頂きました。最初にプ
ロジェクターを使って基礎である解剖等
を、会員研修用標準テキストとにらめっこ
しながら学習し、続いて実技としてＳＳＢ
さんの御協力のもと、最新エコー機による
観察・診断法、橈骨遠位端骨折の整復法を
二人一組になって実践いたしました。最近
は骨折を扱う数が減少し、我々の腕もやや
鈍っていると思いますので、初心に帰り学
生のような新鮮な気持ちで学ぶことができ

ました。今回は県学術担当理事の佐藤義弘
先生にご出席いただきました。監視の目の
お陰か、ほどよい緊張感の中で有意義な学
術講習会となりました。
　続いて、保険講習会は石川敏一県理事保
険部担当を講師にお迎えし「保険取り扱い
について」という演題で、沢山の資料に基
づいて、近年の保険請求額の減少、受診抑
制をもたらす患者受診照会、１０月より始ま
る明細書発行の義務化など、詳細にわたる
点まで懇切丁寧にご指導頂きました。会員
一同、日々変化する現状に遅れをとらない
よう真剣に聞き入っていました。
　今回講師を務めて下さった早坂耐希先生、
石川敏一先生、お忙しい中、当地区会員の
ためにご講演を頂き、大変ありがとうござ
いました。今後ともご指導ご鞭撻のほどよ
ろしくお願いいたします。
　その後、「鮨けん」にて懇親会となりま
したが、講習会で聞き足りなかったことを
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▶地区だより

質問したり、会員同士で情報交換したりと
盛り上がり、会員それぞれが良い刺激を受
けて、楽しい時間があっという間に過ぎお
開きとなりました。

置賜地区だより

 広報担当　手塚　義行

置賜地区令和６年度通常総会
　令和６年４月１３日（土）に南陽市赤湯の
「丹泉ホテル」において、置賜地区柔道整
復師会令和６年度通常総会が開催されまし
た。
　総会は加藤慎也副会長の開会の挨拶で始
まり、続いて梅津宏一会長の挨拶がありま
した。その後、御来賓挨拶で顧問の衆議院
鈴木憲和先生に祝辞を頂きました。議長に
鹿又尚博会員、書記に種村会員、酒井会員
を選出し議事に入り、令和５年度事業報告

並びに各部活動報告、次に和５年度会計報
告、監査報告、令和６年度事業計画（案）、
令和６年度予算（案）が上程され、質疑応
答を経て承認され、議長団の降壇で議事が
終了しました。
　その後、佐藤義弘県理事、江口信浩県理
事より理事会等の報告があり、続いて報
告・連絡事項が各部より行われ、加藤慎也
副会長の閉会の挨拶により総会が終了とな
りました。
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置賜地区柔道整復師会保険学術講習会
　令和６年９月７日（土）に南陽市宮内「ワ
トワセンター会議室」において、令和６年
度置賜地区柔道整復師会　保険・学術講習
会が開催されました。
　会は加藤慎也副会長・保険部長の開会の
挨拶で始まり、梅津宏一会長の挨拶、江口
信浩県理事より県理事会報告等がありまし
た。
　続いて加藤慎也副会長・保険部長の講師
紹介で保険講習会が始まりました。今年度
は山形県柔道整復師会保険部長の石川敏一
先生をお迎えし、「最近の健康保険取り扱
い状況について」と題してご講演を頂きま

した。明日の診療に生かせるすばらしいご
講義でした。講義終了後、梅津会長が感謝
の言葉を述べ、降壇されました。
　続いて学術・保険講習会は、小松　光学
術部長より「レセプト請求における疑問点
と改善点」という演題で、レセプト請求時
のＱ＆Ａ的な形式で行われました。石川先
生にもご回答をいただきました。日常のレ
セプト請求時に役立てるご講演を頂きまし
た。
　最後に加藤保険部長の閉会の挨拶にて地
区保険講習会・学術勉強会は終了し散会し
ました。
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▶ボランティア活動報告

国民スポーツ大会冬季大会

 副会長　武田　吉和

　例年は厳冬２月に上記大会が開催されて
います。今年の２月は記録にないほどの暖
冬で雪不足のためコースの短縮など色々苦
労しましたが、関係各位の努力で「山形雪
未来国スポ」として開催、当会はクロスカ
ントリー選手団が宿泊した上山温泉「あづ
ま屋」の部屋を借りて２日間体のケアボラ
ンティア活動として参加しました。
　クロスカントリー選手は腰と下肢が中心
で上肢はあまりないかと思い初日を迎えま
した。利用者はアスリート選手らしく筋肉
質で常日頃から鍛錬されているのがわかり
ました。各先生方は明日もすばらしいパ
フォーマンスができるように活動しました。
体ケアは腰と下肢ばかりだけでなく、肩甲
骨周りや上肢などがあり体全体を使ってい
ることを思い知らされました。今年で４年
連続出場している選手は山形大会のように
体のケアボランティア活動をしている道県
が少なく体調管理が難しいとのことでした。
　クロスカントリーは大会一週間前に会場
入りして雪質とワックス調整が必要のため
に滞在期間が長く体のケアボランティア活
動はありがたいと感謝の言葉をいただきま
した。
　今回の活動では簡易ベッドを稲毛先生と
事務所、株式会社グローバーからは物療器
２台と簡易ベッド２台を借りました。あり
がとうございました。以上で「山形雪未来
国スポ」の報告とします。
ボランティア活動者一覧
　江口　信浩・加藤　美有・川越　義徳　
　佐藤　義弘・関　　洋明・武田　吉和
　馳尾　順一・原田　哲也・前田　昭義

令和６年テーピングボランティア報告

 広報担当　関　　洋明

　令和６年も昨年同様、各マラソン大会実
行委員会よりの要請を受けて
◦�果樹王国ひがしねさくらんぼマラソン大
会（会場　神町駐屯地及びその周辺）
◦�山形まるごとマラソン大会（会場　山形
市総合スポーツセンター及び山形市市街地）
◦�天童ラ・フランスマラソン大会（会場　
山形県総合運動公園及びその周辺）
　以上、三大会主会場のブースに於いて
テーピングボランティア活動を行いました。
活動参加者
◦�果樹王国ひがしねさくらんぼマラソン大会
　開催日：令和６年６月２日（日）
　稲毛　英俊・花輪　　昇・花輪　春香・
　熊澤　和寛・関　　洋明・富田　剛史・
　藤田　直也・早坂ひとみ・村岡恵太朗
� 以上９名
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◦山形まるごとマラソン大会
　開催日：令和６年１０月６日（日）
　熊澤　和寛・川越　義徳・冨田　剛史・
　関　　洋明・花輪　春香・早坂ひとみ
� 以上６名
◦天童ラ・フランスマラソン大会
　開催日：令和６年１１月３日（日）
　熊澤　和寛・川越　義徳・高梨　昭道・
　冨田　剛史・大木　　徹・関　　洋明・
　花輪いづみ・花輪　春香・村岡恵太朗
� 以上９名
　レース前のテーピングを中心にブースを
訪れるランナーが多く、レース後はペアス
トレッチ等を中心としたコンディショニン
グを行いました。
　次回以降もテーピングボランティアに参
加していくことに対しての課題は昨年まで
と同様で、テーピングボランティアへの協
力者を増員です。折角ブースに来て頂いて
も対応出来ないことも多く、少なくても各
大会１０名以上の協力者が必要と改めて感じ
ました。ひがしねさくらんぼマラソン大会
及び山形まるごとマラソンに於いては、ト
レーナー協会等他団体との共同ブース（※）
でしたが、それでも協力者の人数不足は感
じられました。マラソン大会開催地に近い
先生方はもちろんですが、他の地域の先生
方も御協力を是非お願い致します。
活動記録
（当会が担当したランナーの記録）
果樹王国ひがしねさくらんぼマラソン大会
開催日　令和６年６月２日（日）
会　場　神町駐屯地及びその周辺
テーピングボランティア参加人数� ９名
大会参加人数� ８，０００名
テーピングコーナー来場者数� １３２名
� （男性　５８名　　女性　７４名）

レース前後別来場者
� レース前　１００名　　レース後　３２名
年代別来場者

年代 １０代以下 ２０代 ３０代 ４０代
人数 3 １４ ２３ ２４
年代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代
人数 ４２ ２１ 4 1

処置部位別（一人当複数処置部位有）

部位 頸 肩 背 腰 殿
人数 5 7 2 １４ １４
部位 大腿 膝 下腿 足 全身
人数 ３６ ６０ ４５ ２８ 3

処置内容別

テーピング １０１
マッサージ ３０
アイシング 1
ストレッチ ２４
その他処置 3

テーピング部位総数 ２３２
テーピング処置平均部位数 約２．３０

山形まるごとマラソン大会
開催日　令和６年１０月６日（日）
会　場　�山形市総合スポーツセンター及び

山形市街地
テーピングボランティア参加人数� ６名
大会参加人数� ５，２００名
テーピングコーナー来場者数� ９６名
� （男性　８２名　　女性　１４名）
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▶ボランティア活動報告

レース前後別来場者
� レース前　７２名　　レース後　２４名
年代別来場者

年代 １０代以下 ２０代 ３０代 ４０代
人数 0 5 １８ ２４
年代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代
人数 ３０ １７ 2 0

処置部位別（一人当複数処置部位有）

部位 頸 肩 背 腰 殿
人数 2 2 5 １７ 3
部位 大腿 膝 下腿 足 全身
人数 ４０ １９ ５１ １２ 1

処置内容別

テーピング ６１
マッサージ ５１
アイシング 1
ストレッチ １９
その他処置 0

テーピング部位総数 １２４
テーピング処置平均部位数 約２．０３

天童ラ・フランスマラソン大会
開催日　令和６年１１月３日（日）
会　場　山形県総合運動公園及びその周辺
テーピングボランティア参加人数� ９名
大会参加人数� ５，４４４名
テーピングコーナー来場者数� １５３名
� （男性　９０名　　女性６３名）
レース前後別来場者
� レース前　１２１名　　レース後　３２名

年代別来場者

年代 １０代以下 ２０代 ３０代 ４０代
人数 2 １１ １７ ３５
年代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代
人数 ５２ ３０ 6 0

処置部位別（一人当複数処置部位有）

部位 頸 肩 背 腰 殿
人数 2 2 0 １０ 8
部位 大腿 膝 下腿 足 全身
人数 ４２ ８３ ４８ ４４ 1

処置内容別

テーピング １２７
マッサージ ４２
アイシング 2
ストレッチ 7
その他処置 2

テーピング部位総数 ３０２
テーピング処置平均部位数 約２．３８

西村山中総体並びに
西村山中学校新人体育大会の

救護活動報告

 寒河江西村山地区　藤田　直也

　寒河江西村山地区柔整師会のボランティ
アといたしまして、１０年以上も恒例となり
ました例年６月に行われる西村山中学総合
体育大会と、９月に行われる西村山中学校
新人体育大会の救護活動のお手伝いを行っ
ております。
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　私たち会員が大会各競技場に待機し、も
し試合中にケガなどした場合はテーピング
やアイシングを施し適切な判断で簡易救護
を行います。
　今年度も中総体が去る６月１５日・１６日の
両日、また新人戦が９月２１日・２２日の両日
に、バスケットボール・バレーボール・野
球・ソフトボール・柔道の５競技に救護活
動を行いました。
　毎年ながら県大会めざし熱気あふれる試
合と、またその大会を応援する保護者の活
気に満ちた大応援に魅せられる戦いでした。
毎年ほとんどケガもなく、たまに打撲や軽
い捻挫、また足がつったなど軽傷ではあり
ますが、少しでも地域のお役に立てればと
の想いで長年ボランティアを続けています。

第２６回国際ノルディック・ウォーク
in 鶴岡　報告

 広報担当　丸山　　稔

　つるおかスリーデーウォーキング２０２４

の３日目として第２６回国際ノルディック・
ウォーク in 鶴岡が令和６年９月１６日（月・
祝）に湯野浜小学校周辺で開催されました。
　庄内地区から佐藤康悦氏、吉川譲氏、富
樫翼氏、富樫吉勝氏、自分の５名でボディ
ケアチームとして参加しました。
　当日はノルディック・ウォークに１３８名
の参加で、ウォーキング前後にボディケア
に来られた方は３２名でした。ケアを受けた
皆さん口々に「楽になった～」と言って帰
られた方、去年も来たから今年もお願いし
ますと言って来られた方、沢山いらっしゃ
いました。テーピ
ングのニーズがほ
ぼゼロだったので、
来年はテーピング
のアピールをもっ
としたいと思いま
す。参加の先生方
お疲れ様でした。
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▶介護予防機能訓練事業

介護予防機能訓練事業
（令和６年１１月１日現在）

　法人として委託・認定を受けて活動して
いる県内５市の活動状況をご紹介します。
１１月１日時点の定点での数値となります。

◎山形市（７事業所）
◦日常生活支援総合事業通所サービスＡ
　いしかわ接骨院
　伊藤接骨院
　稲毛接骨院
　たかはし接骨院
　ぶどうヶ丘接骨院
　山形接骨院
　原田整骨院� 利用者数　延べ７５名

◎上山市
◦「ころばねず体操」一次予防
　センター方式　市内２か所　計６９名
　加藤接骨院
　川越接骨院
　前田接骨院
◦日常生活支援総合事業通所サービスＣ
　加藤接骨院� 利用者数　４名

◎東根市（４事業所）
◦日常生活支援総合事業通所サービスＡ
　いしかわ接骨院
　下山接骨院
　原田整骨院
　ひがしね接骨院いとう
� 利用者数　延べ２４名

◎南陽市（８事業所）
◦「わくわく健康教室」
　�南陽市一般介護予防事業（地域介護予防

活動支援事業）
　センター方式　市内２か所（月１回開催）
　参加人数　計約３０名／月
◦�「転倒防止体操」「元気運動教室」一般
介護予防事業
　�市内３か所（月２回開催２か所、月１回
開催１か所）
　参加人数　計約１４０名／月
　佐藤整骨院
　後藤接骨院
　竹田接骨院
　嵐田接骨院
　南陽接骨院
　江口接骨院
　太子堂鍼灸整骨院
　みつば接骨院
◦通所サービスＣ
　�１クール３か月１４回開催。地域包括支援
センターからの依頼に応じ各施術所で行
うが、今年度は現在まで依頼なし。
◦「活き活き貯筋教室」一般介護予防事業
　週２回　約１５名／回
　参加人数　約１２０名／月
　嵐田接骨院
◦「活き活きホグレル教室」
　一般介護予防事業
　週２回　約２０名／回
　参加人数　約１６０名／月
　太子堂鍼灸整骨院

◎天童市（３事業所）
◦日常生活支援総合事業通所サービスＡ
　大木接骨院
　くまざわ整骨院
　高梨整骨院� 利用者数　２０名
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 学術部長　佐藤　義弘

「柔道整復師が知っておくべき法的知識Ｑ＆Ａ」
　弁護士　髙津　陽介著　￥３，６３０（税込み）

　接骨院で発生する法的トラブルは、保険者や損保会社との療養費の請求をめぐるもの、
患者との治療の効果や情報管理をめぐるもの、従業員との労務トラブル等、多岐にわたり
ます。
　中にはカスハラ被害に遭う等のケースも散見され、柔道整復師は、自分の身を守るため
の法的知識を身に付ける必要があります。
　本書では、業界団体である全国柔道整復師連合会の顧問として、上記のようなトラブル
対応に実績のある弁護士が、施術所運営上押さえておくべき法的知識をＱ＆Ａ形式で解説
します。

第一章　柔道整復師とは
第二章　施術
第三章　療養費
第四章　交通事故
第五章　労災
第六章　患者トラブル
第七章　情報管理
第八章　広告
第九章　人事労務

書籍のご案内

▶学術コーナー
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『治療一筋』
 庄内地区　沼本　芳郎

　山形県接骨師会に入会し、５７年になりました。希望を胸に開業し、時代の流れと共に患
者さんの疼痛も段々難しいことに何とか手技療法を修得したく、始めは学んでいたのです
が…。
　東京で整形外科の先生の元で学んでいる全国からの諸先生方に交じり、土曜日の仕事が
終わると、夜行列車に妻と乗り勉強に行っていました。手技療法をこの田舎の酒田まで諸
先生方々が教示してくれて驚いたものでした。
　そんな中で十日会の発足。
　北楯先生と一緒に黒羽根院長先生へ専門医学を十日会に、又黒羽根院長先生は大学勤務
歴時代から蓄えた教材を使って講義が開始されました。
　院長先生は十日会の為にテキストをつくり一日の仕事が終了してから教材作りに精を出
してくれました。
　外傷各種、整形外科疾患、スポーツ医学、救急蘇生法、リハビリテーション医学、義肢
装具、老人医学、小児骨折、痛みの医学、薬の知識、日常遭遇する疾患の知識、各種テス
トの知識、診療録の知識、気象と気候の医学、足と靴の医学、日常用品の医学そして最後
はテーマ「手の日本人、足の西欧人」でした。
　こうして思いつくまま挙げるだけで膨大な量と内容でありました。

昭和６４年　　　　十日会３周年記念会　羽黒国際休暇村
平成３年８月　　十日会ビアガーデン　黒羽根整形駐車場
　　　　１１月　　八人会昭整会　十日会合同研修（宮城県）
　　　　１２月　　犬の調教師のお話　阿部良一先生
平成４年６月　　東北大会リハーサル　佐藤政行先生
　　　　１２月　　全国大会発表リハーサル
平成５年２月　　講演癌と食物　山形大学助教授　軍神弘美先生
　　　　４月　　仙台婦人会館　操体法　三浦寛先生
平成６年６月　　これより酒田会場ＪＲ庄内荘
平成７年７月　　東北ブロック岩手県大会で佐藤政行先生が発表
平成９年９月　　カイロプラクティック入門シリーズ　安彦尚人先生
平成１１年６月　　東北大会発表　うがい病の症例　白旗寛仁先生

　柔道整復師として地域の健康のために長くご活躍されてきた本会の大ベテランの先生か
ら、ご自身のほねつぎ人生を振り返って語って頂く「シリーズ　昔は良かったなあ」。
　第２回目は酒田市幸町で「沼本接骨院」を開業されている沼本芳郎先生です。

▶シリーズ「昔は良かったなあ」
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平成１３年２月　　十日会の１４年間の月１回のペースで行ったセミナーに
平成１９年１２月　　十日会２０周年記念　ガーデンパレスみずほ
平成２４年　　　　手技療法自動調整法シリーズ　工藤明寛先生
平成２７年２月　　治療ツボ固有受容器　北楯誠一先生
平成３０年４月　　３０周年記念式典祝賀会　富重

　異業分野の歯医者さん、アマゾンの山口吉彦先生の冒険談、相撲界よもやま話（ちゃん
こ鍋屋の主人）の話は、黒羽根院長先生だからこその勉強会で、いつも心で合掌してまし
た。我々の知らない分野を教えて頂き色々な角度から人の身体のなり立ちを学んだ様な気
がします。黒羽根院長先生の所に行くのが楽しみでした。又、十日会の先生達に会うこと
も何故か心がホッとしました。
　そんな中、何処に行く時も、車の用意をしてくれた黒沢孝先生。
　「いつでも車は、出します。送り迎えは俺に任せてくれ！」と、いつも言ってくれる先
生でした。平成３０年４月２６日、１週間だけの入院で他界したことに驚きとショックは大
きかったのに、今年の令和６年に本多忠男先生の脳梗塞で入院と云う報告を聞いた時に
は、真っ先に黒沢先生とのことを想い出し、「こっちの世界に戻って来てくれ！」と祈ら
ずにはいられませんでした。心配していた所に、突然本人から電話あり、元気な声を聞い
てホッとしました。今でも「良かった。」と神には感謝しました。
　本多先生、無理せずに「日脚伸ぶ」の如く参りましょう！

　昭和・平成・令和と歴史に刻まれる時代を治療一筋に生きてきた証しと思い…。
　今まで培ってきた宝の治療を患者さんに少しでも恩返しが出来れば嬉しいです。
　今年８０歳に成り、一潮です。
　「先生よかった、痛みがなくなった」と云う声を胸に今日も頑張ってます。
� 令和６年９月吉日
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 寒河江西村山地区広報担当　藤田　直也

質問：�細谷先生、写真・バイク・蘭・スノーモービル・ランタン・ＤＩＹなど多趣味と聞
いています。その他にも何かあるのでしょうか？

回答：�はい、好奇心旺盛な性格でいろんなことに興味が沸きます。その結果多趣味だねと
言われるようになっていました。ただ数年するとまた他の物に目が行ってしまうん
ですよ。それがだんだん大きくなっていきました。

　　　�接骨院を開業してからだと、鮎釣り投網に没頭しました。昼休みは毎日川に行き友
釣りを行い、夜もまた投網。また首の牽引機に投網をぶら下げ仕事中は投網の修理
といった感じです。またヤナ釣りにも参加したりしていました。さつきの盆栽にも
凝りましたね。１００鉢位。

　　　�スポーツカイトも凝りましたがこれはすぐに冷めてしまいました。夢中になって楽
しいのは３～４年の間です。１０年もするとだんだん飽きてきて卒業です。

質問：現在も長く続いているのはありますか？
回答：�君子蘭は長いですね。開業したてのころ患者さんに貰ったのが始まりなのでもう３６

年ほど続いています。ビニールハウスまで作りあまりにも広げすぎたのでやめるに
やめられない感じになりました。カメラは、小学生のころから好きでした。押し入
れに暗室作ったりもしていました。今でも冬山にでかけ写真展に出しています。

質問：いま一番夢中になっているのはなんですか？
回答：�昨年、中型の免許を取りましたのでオフロードバイクでしょうか。バイクは、高校

生以来です。古いポンコツバイクを分解したり組み立てたりして楽しんでいます。
キャブレターも何回か分解すると簡単だと思えるようになってきました。また、ス
ノーバイクも入手しましたので今年の冬はバイクで雪山を駆け巡りたいと思います。

質問：�いやほんとうに多趣味ですよね。では最後に先生のご趣味の一つを詳しくご紹介し
てほしいのですが？

回答：�はい、君子蘭の話でしたら何時間でも大丈夫ですが、あまり長すぎるのでコレク
ションのランタンの話でもしましょう。最近キャンプブームですからね。

▶シリーズ「この人」

　今回から始まったシリーズ「この人」に当寒河江西村山地区きっての多趣味であります
細谷敏行先生をご紹介いたします。私の敬愛する細谷先生がどのようにご活躍しているの
かインタビューをしてみました。
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空前のキャンプブーム
（コールマンランタンに魅せられて）

 寒河江西村山地区　細谷　敏行

　会員の皆様も１度や２度キャンプに行ったことがあるのではないでしょうか。ここ数年
一人キャンプという言葉が出てきたあたりから、かつてないキャンプブームがテレビ番組
でもよく取り上げられています。
　キャンプ道具の老舗といえば「コールマン」。テント、椅子、バーナー、ランタン、シェー
ド等 *COLEMAN* と書かれている道具を目にしたことがあるかと思います。その中でも
真夜中の太陽と異名をとるランタンは、永く愛され続けてコールマンを代表する一つです。
　なぜ愛されているかというと１００年前のランタンの部品がいまだに手に入るということ
で、ランタンの部品をすべてを分解し組み立てられる、また自分でメンテナンスすること
が可能だということです。使い捨てではなく、愛着を持って維持管理することができるの
です。真鍮製の部品は、磨けば新品同様の輝きを取り戻します。調子の悪い部品を取り換
えて、くすんだ部品を磨き上げれば、召使い同様に扱われていたシンデレラが舞踏会で
踊っているかのようなまばゆい光を放つのです。
　もう一つの要因としては、バースデーランタンを手に入れられることです。ランタンの
底には製造年月が刻印されており、もしかしたら自分の誕生月と同じものが手に入れられ
ることも可能だからです。
　４０～５０年前の状態の良いものですと２０～３０万円の値段がついてしまいます。到底購入す
ることは出来ないので、ヤクオフ、メルカリ、E-Bay などで暇さえあれば目を通しながら、�
やっとのことで私の誕生月１９６１年５月刻印の中程度のものにめぐり逢うまで２年もかかり
ました。まだ逢えぬ彼氏に恋焦がれる乙女のように、逢えない時間が二人の距離を近づけ
る如く、至福の時間をあたえてくれるのです。
　また、年に１度（会員限定）１日で売れ切れになってしまうシーズンランタンと言われ
る限定ものが入手できるのも一つの要因になっているのかもしれません。年代により色形
が変わりコレクションされている方も少なくないです。そのようなことで、コールマン博
物館なるものも存在します。ランタンのみを扱った別冊なども発行されています。
　その他、塗装が傷んだものは、全ての塗装を剥がし自分オリジナルの色に染め上げるな
どリペアするのも一つの楽しみです。ガソリンに強い塗装、車と同じウレタン塗装は新し
く買った方が良い位費用がかかりますが、それでも自分だけのオリジナルを作るのは楽し
いものです。また、メッキなど特注できる世の中になりましたので自分でも手間暇かけて
試してみましたが、売っているものより値段がかかってしまうのは言うまでもありません。
　ここ１００年の間に色は、シルバーからレッド、グリーン、つい最近までモスグリーンだっ
たのでレッドの２００Ａは異常なほど人気があり、世界中から日本に骨董品中古品が流れ込
むことになりました。それがきっかけかは定かではありませんが、現在のコールマンラン
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▶シリーズ「この人」

タンはレッドになりました。販売された時はどこのスポーツ店でもすぐ売れ切れてすごい
売れ行きでした。数年たってそれも落ち着きはじめ２００Ａの人気は下火となり、代わりに
モスグリーンの２８６Ａの人気が上がってきました。
　現在使いやすいＬＥＤライトが主流の中、キャンプ初級を過ぎると火をつけるのもマッ
チやライターでなく原始的にメタルマッチ（火打ち石？）や、手入れの必要な灯油やガソ
リンのランタンに行くのかもしれませんね。
　以上になりますが、人それぞれに趣味も違い、蓼食う虫も好き好きとよく言われますが、
これからもコールマンランタンに魅せられて男のロマンが続くでしょう。

－ 42 －



変革！柔道整復師!!
 置賜地区　手塚　義行

〈患者照会！？〉
　近年、患者照会が頻繁に来て患者来院数が激減しています。廃業に追い込まれ仲間もい
ます。確かに適正に施術を行っているか？調べるのは大切だとは思います。ただ、数カ月
前のことで、記憶違いを誘うような文章、期日までの提出として気持ちを急がすような書
き方はどうなのでしょう？また高齢者にも２、３カ月前のことを聞くのはいかがなもので
しょう？記憶が曖昧で覚えていないと感じます。ましてや、速達でも患者照会を送ってく
る。そろそろ限界です‼それでは、どんな患者照会か？どのように感じたか？どのように
したら良いか？今がチャンス、変革の時です‼

〈患者照会の患者配布資料〉
⑴　柔道整復師の施術を受けられる方へ
　１．対象となる負傷　　　　　　　　　　�捻挫、打撲、挫傷、骨折・脱臼（医師の同意

を得て）
　２．健康保険等を使えるのはどんな時　　外傷性の怪我
　３．治療を受けるときの注意　　　　　　原因、受領委任、長期の場合医師に、領収書
⑵　健康保険証が使える場合、使えない場合
⑶　柔道整復師の施術を受けられる際の注意事項
⑷　医療費の適正化のため
　このようなことが書かれています。一般の方、患者さんが見て、明確にわかる方はどの
くらいいるでしょう？わからない方が大半だと思います。
　⑴の１、２、３は分かると思います。
　⑵の健康保険証が使えない場合
　①　疲労性・慢性的な肩こりや筋肉疲労
　②　脳疾患後遺症などの慢性病、
　③　医師の同意のない骨折・脱臼
　④　特に原因のわからない痛み
　⑤　内科的原因からくるコリ・痛み
　⑥　症状の改善が見られない長期の施術
　⑦　予防や慰安目的のマッサージ
　⑧　医療機関で同じ箇所の治療を受けいるとき
　これらの場合は、全額自己負担になります、と大きく書かれています。
　①ではスマホ等によりストレートネックになり、体調不良やケガに繋がります。
　②　慢性で改善の兆しがない疾患

▶会員の広場「ティータイム」
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▶会員の広場「ティータイム」

　③　医師に同意をもらってなく骨折・脱臼を施術（応急処置は別）をしている
　④　特に原因不明でわからない痛み
　⑤　内科疾患が原因でのコリ・痛み
　⑥�　症状の改善が見られない長期の施術は、高齢者になっても働かなければならず、筋
力低下等で繰り返し作業・休めず痛くても出社しなければならない。なかなか治癒と
はならず、酷くならない様に施術をするため長期になる。

　⑦　予防として酷くならないように施術をして、次の日に働けるようにしている。
　⑧　医療機関と同じ箇所の治療を受けているとき
　⑵は、患者は何となく分かると思います。保険診療ができれば、高額な整体やカイロを
やるよりは、患者には大変よく感じるはずです。では、慢性によるもので、変形性膝関節
症、腰部脊柱管狭窄症、肩関節周囲炎等では、捻挫・打撲・挫傷はしないのでしょうか？
ケガをします。
　⑶⑷では、同じ内容を２度書いています。なぜ２度同じことを書くのでしょうか？「接
骨院は医療費の適正化がなされていなく、信用ならないから行くな！」みたいに感じます。
患者数減少に追い込まれ、どこが適正でないのでしょうか？それでは、何が適正なので
しょうか？柔道整復師には、制限と圧力が強いようです！？

〈医療費の比較〉
令和３年度の厚生労働省による国民医療費報告で、比較した場合は、どうでしょう？
国民医療費総数　　　４５兆　３５９億円
医科診療医療費　　　３２兆４，０２５億円
歯科診療医療費　　　３兆１，４７９億円
柔道整復師療養費　　　　２，９０５億円
　　・
柔道整復師療養費は、国民医療費総数から見ると、１５５分の１
　　　　　　　　　　医科診療医療費から見ると、１１２分の１
　柔道整復師療養費は上記の比較を見ても分かりますが、医科に比べれば、雲泥の差です。
患者照会で紙台・送料をかけて、これでもまだ柔道整復師の療養費が多いのでしょうか？
今度は、ＱＲコードをスマホで読み込んでネットで回答に対応する様にとのことです。よ
ほど柔道整復師が気に入らないとしか思えません！

〈良い循環のために〉
　柔道整復師で保険が効かないとなれば、整体が悪いと言っているわけではないのですが、
制限がなく資格のない整体やもみほぐしに行って下さい、とでも言っているようなもので
す。それで、高額な料金を請求される場合があります。患者の金銭的負担が増えると感じ
ます。保険診療にすれば、負担が少なく施術が受けられ、働ける体になれば、患者に良し、
医療費の低下に良し！良い循環ですね！よって国民の安全安心を守るためには、国家資格
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のある柔道整復師による保険診療が最良と考えます。
　治療内容について保険者よりお尋ねすることがあります。とも書いています。
　柔道整復師にかかったときは、負傷部位、施術内容、施術年月日の記録、領収書等を保
管し、照会がありましたらご協力をお願いします。とも書いています。まるで柔道整復師
は、負傷部位、施術内容、施術年月日の記録、領収書等をごまかすから注意しろ？とでも
言いたいような感じです。思われなくても良いようなことを、患者に思われました。
　国で費用をかけてやらなくてはならないと思います。オークス、ガリバー、コアジャパ
ン等の委託業者を手配して、雇った方が、経費がかなり掛かると感じますが‼委託業者に
支払った総額をお知らせ願いたいです。

〈この患者数減少は、どうしていただけるのですか？〉
　患者照会で、委託業者によっては、「これは施術を制限するものではありません」と言
うことも書いてないので、患者さんは、「行ってはいけないんだ！」と思ったそうです。
　オークス、ガリバー、コアジャパン等の高齢者等の患者照会では、「この患者照会では、
お金を請求するものではありません。接骨院の受診を妨げるものではありません。」と書
いてあるところと、そうでないところがあります。書いていないことにより、患者数減少
につながと言っても過言ではありません。どうしていただけるのでしょうか？

〈結論〉
　時代は変わり、政治も変わり、色々な事柄も変わりまし
た。物価も高騰しています。医療業界も変わり、我々柔道整
復師も患者数減少により変わらなければならない時期に来
ていると思います。今変わらなければ、明るい未来はないと
思います。
　現代病とまで言われている肩こり腰痛。医療費の増加、生活の質の低下、仕事効率に影
響を与え、生産性の低下が起きると考えます。令和３年度の厚生労働省の報告によっても、
全体の国民医療費は、４５兆３５９億円。柔道整復師療養費は、減少し２，９０５億円です。国民医
療費総数のたった１５５分の１です。どこが多いのでしょうか？変革の時です！
　国民の生活の質、健康を守るためには、保険診療による施術が急務だと考えます。鍼灸
あんまマッサージ指圧師会でも軽度の捻挫・打撲・挫傷は施術可能とし、単なる（疲労
性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労であっても３カ月まで施術可能のような制
限を決め、保険適用にした方が良いと考えます。患者は、保険診療により金銭的に改善さ
れ、症状も改善され、生活の質又は心身の安定も得られると考えます。それにより医療費
の低下・仕事効率のアップ・生産性の向上につながると思います。保険診療に変えた方が
国民の生活もより良くなると考えます。保険診療こそが、我々柔道整復師の生命線です。
忖度は終わりです。前進する時です！
　患者ファーストで、法のさらなる改正を早急にお願い致します。
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▶会員の広場「ティータイム」

猛威を振るった緑の悪魔
 最北地区　原田　洋典

　「緑の悪魔」なんて表現すると大袈裟だと思われますが、個人的には身に染みてそう感
じました。
　今年は緑の悪魔ことカメムシが大量発生し、その駆除に大変な思いをした先生方が多
かったでしょう。実は私もその一人で、夕方過ぎに玄関のガラス戸にカメムシがびっしり
付着していた光景は悍ましく、初めて見る緑色のカメムシにパニックになってしまいまし
た。訳が分からなくなり、臭いに耐えながらひたすらティッシュで捕獲していましたが、
途中で埒が明かないことに気付き、対策をネットで調べることに…。
　山形のカメムシといえば、茶色のクサギカメムシが定番ですが、今年は外来種ともいえ
る緑色のツヤアオカメムシが猛威を振るった年となりました。患者さんも「緑色のカメム
シは生まれて初めて見た」と言う人ばかりでしたね。カメムシは照明の紫外線を好む習性
があり、夜の街灯に集まっている姿がよく見られました。紫外線を最も多く放出する照明
は白銀灯で、次に蛍光灯、一番少ないのがＬＥＤライトです。最近はＬＥＤライトに変え
ている施術所が殆どだと思いますが、まだの所は来年のカメムシ対策として検討してみて
もいいのかもしれません。私の施術所の隣が東根市運動公園なのですが、そこで子供達が
夕方から夜にかけてサッカーの練習をしており、照明の白銀灯が煌々と輝いております。
そのとばっちりを受けているのは明らかですね。
　駆除の方法ですが、ガムテープをカメムシに張り付けて二つ折りにする方法があったの
ですが、それでは時間が掛かり過ぎますし、仕損じると悪臭を噴霧されてしまいます。効
率的だったのが、ペットボトルと洗剤の組み合わせです。大きめの空のペットボトルの上
１／３を切り取り、下２／３に食器用中性洗剤を入れ（原液でも水で薄めてもＯＫ）、上
１／３を逆さにして下２／３にハメ込んで完成です。そのペットボトルをカメムシの下に
構え、ハケのような物で掃って落とすだけで、短時間で大量に捕獲できました。カメムシ
は掃っても、ある程度落下しないと飛ばないケースが多く、それも功を奏していると思わ
れます。落ちたカメムシは洗剤に浸かると呼吸が困難になり、２～３分で動かなくなるよ
うです。
　「今年はカメムシが多いので積雪が心配だ」との声をよく耳にします。しかし今回大量
発生したツヤアオは、西の温かい場所からやってきたので参考にならないかもしれません。
去年の暖冬により越冬した個体が多かった為、今年の大
量発生に繋がったとも考えられますので、これからは「今
年は暖冬だから来年のカメムシ被害が心配だ」との声が
増えるかもしれませんね。
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酒席譚
 いなげ　ひでとし

　若い頃は宝塚で男役を演じていたという美人で粋なママがやっているカウンターバーで
友人４～５人と酒を飲んでいた時に、「小股の切れ上がった良い女」とはどういう容姿を
言うのだろう、「小股」とは一体どこを指すのだろうという話題で盛り上がったことがあっ
た。「鼠蹊部が鋭角的な人を言うのではないか」、「そんなことどうして外見からわかるん
だ？」、「相撲の小股すくいから連想すれば内股のことだ」、「いやアキレス腱だ」、「細身の
粋な姐さんを形容して言うのではないか」、「それじゃあ、小股とは何なんだ」。侃々謬々
喧々囂々、意見は色々出るが、当然ながら結論は見えてこない。こちらの話が聞こえてい
たのか、隣の和服姿のカウンターの客がボソッと話すには、「花柳界では髪を結ったときに、
うなじがすっきり綺麗な様子を小股の切れ上がったと言う」のだそうだ。とても興味深い
話だが、おそらくこれは変化球で本筋からは離れているであろう。しかしその時以来「小
股」はどこだという疑問がいつも頭の片すみにあって、患者さんで山形大学の国文学の教
授に尋ねたりもしたが、股のことだと仰るだけで今一つすっきりしなかった。

　そんな折、テレビの鬼平犯科帳を見ていたら、梶芽衣子扮する「おまさ姐さん」が着物
の裾を膝までめくり上げて粋に歩いているそのとても色っぽくもカッコいい姿を見て「あ、
これだ！着物のめくれ上がった最上部が「小股」ではないのか」と思ったんですね。そし
てその推理が相当良い線をいっていたことを裏付ける記述を先日見つけました。
　丸谷才一のエッセイ「軽いつづら」のなかで、「杉浦日向子さんが書いた『ぶらり江戸学』
に明確に書いてある」として、それを引用しているのだ。孫引きになるが紹介します。

───「小股」というのは「股の付近」で、大体、脚の付け根あたり。正面から見ると多
少Ｏ脚。「聖子ちゃんの足のようなＯ脚型」で、「左右のくるぶしのところはちゃんとつく
のに、膝はつかない」。それで「真横から見るとかすかにＳ字型を描いている」。かういう
脚の女人がその上に着物をまとふと、実に色っぽい。歩いたときＳ字型のラインが着物の
裾をたくみに開く。それがいい。さらに、当時の着物の仕立て方は合せが浅かったので、
歩いたり風が吹いたりすると、膝上２０cmくらゐまでまくれた。そのためおしゃれな女は内
股の近くまで白粉（おしろい）を塗った…───

　現代と江戸時代とではスカートと着物のせいか、良い女になりうる脚の条件が大分違う
が、着物の裾もチャイナドレスのスリットも、見えそうで見えない色っぽさと言うのは今
も昔も変わらないようだ。まあ兎にも角にも、山大の教授まで巻き込んだ小股論争はめで
たくピリオドが打たれたのでありました。

＊
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▶会員の広場「ティータイム」

　酒席での話題は一体に、今の話のような他愛もないものが一番だ。仕事の話はしない方
が良い。酒がまずくなる。酒の話・女の話・趣味の話・食べ物の話、大体こんな話題を肴
に飲むに限る。
　飲んだついでに股の話をもっと展開すると、英語で股関節のことをHip�Jointと言うの
だが、これが俺には気に入らない。訳すと尻関節になるじゃあないか。Crotchという股
を意味する単語はあるのにどうしてHipなのか。四つ足の牛馬の様な動物なら尻関節でも
解るが、人間の股関節もHip�Jointというのは納得がいかない。先生もそう思うでしょう。
更に突っ込んで考えれば、古くから肉食を主としてきた欧米と、そうでない日本との違い
であるとか、或いは日本では男女がことをイタす時には、向かい合うのが正常なのに、欧
米では四つ足動物のようにイタすのがスタンダードなのではないかという疑問等、文化人
類学的比較研究のようで、話の柄が大きくなっていい。こんな楽しい議論を酒を飲みなが
ら展開し酔いが回っていくのが良い。

　酒飲みは奴豆腐にさも似たり　初め四角であとはぐずぐず（三代目三遊亭金馬）

　ところで先日人間ドックを受けてきたのだが、その結果肝臓が少し弱っているというこ
とで、保健師から「少しアルコールを控えて、高蛋白の大豆を摂りなさい。」と言われた。
「大豆は毎日摂っていますよ。夏は冷奴に枝豆でしょう。冬は湯豆腐に揚げだし豆腐、厚
揚げ。鍋にも豆腐は欠かしません。」
「じゃあ夕食に炭水化物も摂取して下さい。」
「炭水化物ですか。夜は毎日飲みますので、太ると悪いからご飯は食べないことにしてる
んです。」
「だったらお酒の方を控えて下さい‼」
と叱られたのでありました。でもそう言われても、酒は俺にとって「百薬の長」でもある
し「憂いの玉帚（たまははき）」でもある。精神安定剤やユンケルの役割もする。飲むた
めにはどんな屁理屈もこねるのだが、でも全く飲めなくなっても困るので、ここは体を壊
さないように毎日飲もうと、少し妥協することに決めたのでした。
　酒飲みは飲むためにはどんな努力もするのだ。

平成８年１１月号社団法人山形県接骨師会会報に投稿したものを加筆修正し再掲しました。
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令和５年１２月
５日　山形県の立入検査（事務所二階会議室）
９日　令和５年度中間監査会開催（事務所二階会議室）
１０日　理事会開催（事務所二階会議室）
　　　広報部会開催（事務所二階会議室）
１３日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
　　　健保連山形連合会との定例業務打合せ会に佐藤会長、県保険部理事が出席（山形市）
１４日　国保審査委員会（寒河江市）
２６日　労災審査委員会（山形市）
令和６年１月
４日　新春賀詞交歓会に後藤事務局長が参加（山形市）
１０日　柔整審査委員会（事務所二階会議室）
１８日　国保審査委員会（寒河江市）
３０日　労災審査委員会（山形市）
２月
４日　�令和５年度山形県柔道選手権大会に救護班として武田吉和会員・馳尾順一会員を派遣

（上山市）
１１日　「匠の技伝承」プロジェクト指導者養成講習会オンライン（事務所２階会議室）
１４日　柔整審査委員会（事務所二階会議室）
１５日　国保審査委員会（寒河江市）
１８日　第４２回山形県少年柔道大会に救護班として武田吉和・馳尾順一会員を派遣（上山市）
２４日　理事会開催（事務所二階会議室）
　　　�山形県中学生柔道１年生強化ブロック大会に救護班として高橋良幸会員を派遣（山形

市）
２７日　労災審査委員会（山形市）
３月
１３日　柔整審査委員会（事務所二階会議室）
１４日　国保審査委員会（寒河江市）
２６日　労災審査委員会（山形市）
３１日　第１３回公益社団法人山形県柔道整復師会少年少女柔道大会・形競技会開催（上山市）
４月
６日　東北ブロック会第１回理事会に佐藤会長、武田副会長が参加（秋田市）
７日　東北ブロック会論文審査会に佐藤義弘学術部長が出席（秋田市）
１０日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
１３日　監事会開催（事務所二階会議室）
１４日　理事会開催（事務所二階会議室）
１８日　国保審査委員会（寒河江市）
３０日　労災審査委員会（山形市）
５月
６日　�第４１回山辺杯中学校柔道大会に救護班として武田吉和会員・馳尾順一会員を派遣（山

辺町）
８日　柔整審査委員会（協会けんぽ）

◇令和６年度　会の動き◇
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１５日　自主審査委員会（事務所二階会議室）
１６日　国保審査委員会（寒河江市）
２５日　第６７回通常総会・理事会開催（山形国際ホテル）
２８日　労災審査委員会（山形市）
３１日　令和６年度山形県警察逮捕術大会に救護班として武田吉和会員を派遣（天童市）
６月
１日　東北ブロック会第２回理事会に佐藤会長、武田副会長が出席（秋田市）
１～２�日　令和６年度第７５回山形県高等学校総合体育大会に救護班として高橋良幸会員・冨

樫眞一郎会員を派遣（上山市）
２日　東北ブロック会学術部会佐藤義弘学術部長が出席（Zoom）
９日　�京都府柔道整復師会法人設立７０周年・組合設立３５周年記念式典　齊藤相談役、佐藤会

長が出席（京都府）
　　　�ＪＯＣジュニアオリンピックカップ２０２４年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会に

救護班として武田吉和会員・渡辺栄一会員を派遣（山辺町）
１２日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
１３日　国保審査委員会（寒河江市）
１５～１６�日　第７７回山形市中学校総合体育大会柔道競技に救護班として五十嵐宏会員を派遣

（山形市）
１６日　本会三役と地区会長会開催（事務所二階会議室）
　　　広報担当者会議（事務所二階会議室）
２３日　総務担当者会議（事務所二階会議室）
　　　保険担当者会議（事務所二階会議室）
　　　�令和６年山形県少年少女柔道ワッペン大会に救護班として武田吉和会員・馳尾順一会

員を派遣（上山市）
２５日　労災審査委員会（山形市）
３０日　学術担当者会議（事務所二階会議室）
　　　柔道担当者会議（事務所二階会議室）
７月
７日　北海道学術大会に佐藤会長が出席（札幌市）
１０日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
１３～１４�日　第７８回国民スポーツ大会県予選会兼第５１回東北総合スポーツ大会山形県予選会　

救護班として圡門潤会員・齊藤沙絵子会員・佐藤生也会員・白旗寛仁会員を派遣（酒
田市）

１８日　国保審査委員会（寒河江市）
２０～２１�日　第６４回山形県中学校総合体育大会柔道競技に救護班として武田吉和会員を派遣

（上山市）
２７日　東北ブロック会少年柔道大会・形競技会開催（秋田市）
２８日　東北ブロック会学術大会秋田県大会開催（秋田市）
３０日　労災審査委員会（山形市）
３１日　東北ブロック会山形県大会打合会（山形市）
８月
９日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
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１１日　兵庫県岩本芳照先生の叙勲祝賀会に齊藤勝典相談役が出席（神戸市）
１５日　国保審査委員会（寒河江市）
１８日　山形版Re:Bone 担当者会議開催（事務所二階会議室）
２４日　東北ブロック会会長会・四部会が開催された（秋田市）
　　　　会 長 会　佐藤公司会長
　　　　保険部会　石川敏一保険部長
　　　　学術部会　佐藤義弘学術部長
　　　　広報部会　東北ブロック会広報部長　武田吉和副会長　稲毛英俊広報部長
　　　　柔道部会　馳尾順一経理部長
２７日　労災審査委員会（山形市）
９月
１日　理事会開催（事務所二階会議室）
　　　最北地区学術講習会に講師として早坂耐希会員を派遣（大石田町）
７日　置賜地区保険講習会に講師として石川保険部長を派遣（南陽市）
８日　東京都学術大会に武田副会長が出席（東京都豊島区）
１１日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
１２日　国保審査委員会（寒河江市）
１６日　�庄内地区保険講習会に石川保険部長・学術講習会に後藤雄二会員を講師として派遣

（酒田市）
１９日　東北ブロック会山形県大会打合会（事務所二階会議室）
２１日　会報発行にかかる取材（山形市）
２４日　労災審査委員会（山形市）
２９日　寒河江・西村山地区保険講習会開催された
１０月
６日　�愛知県柔道整復師会創立１００周年・組合設立６０周年記念式典　佐藤会長が出席（名古

屋市）
　　　�第３２回山形県少年少女スポーツ交流大会に救護班として武田吉和会員・馳尾順一会員

を派遣（山辺町）
９日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
１３日　�山形地区保険講習会に石川保険部長・学術講習会に後藤雄二会員を講師として派遣（山

形市）
１７日　国保審査委員会（寒河江市）
１９日　第３回東北ブロック会理事会に佐藤会長・武田副会長・稲毛副会長（秋田市）
　　　�令和６年度山形県中学校新人体育大会
　　　（南ブロック大会）�柔道競技に救護班として渡辺栄一会員・高橋良幸会員・冨樫眞一

郎会員を派遣（山辺町）
　　　（北ブロック大会）�柔道競技に救護班として佐藤英明会員・高坂美恵子会員を派遣（酒

田市）
２７日　�第６９回山形県南北対抗柔道大会・山形県柔道高段者大会に救護班として高橋良幸会員

を派遣（山辺町）
２９日　労災審査委員会（山形市）
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１１月
２～３�日　第６５回山形県高等学校新人柔道大会に救護班として武田吉和会員・高橋良幸会員

を派遣（上山市）
９日　�令和６年度山形県中学校新人体育大会（決勝大会）柔道競技に救護班として武田吉和

会員を派遣（山辺町）
１０日　令和６年度保険・学術講習会（国際交流プラザ　ビッグウイング）
　　　「匠の技伝承」プロジェクト指導者養成講習会オンライン（事務所２階会議室）
１３日　柔整審査委員会（協会けんぽ・事務所二階会議室）
１４日　国保審査委員会（寒河江市）
１６～１７�日　第４７回全国高等学校柔道選手権山形大会に救護班として高橋良幸会員・山川大地

会員を派遣（上山市）
１７日　日本柔道整復師会全国少年少女柔道大会・形競技会（東京都・講道館）
２６日　労災審査委員会（山形市）
　　　ＪＡ共済連山形との連絡協調会議　佐藤会長・石川保険部長・白旗理事出席（山形市）

－ 52 －



会員の異動
入会　小座間泰巳（変更）　　鈴木　康平
退会　�相澤　茂樹　　佐藤　公逸　　須藤　　十

　新様式になって第２回目の今年は、まったくの手探りだった昨年とは違い、編集委員の
皆様も要領を得たように編集作業はスムーズに行うことができました。「シリーズ・昔は
良かったなあ」を寄稿して頂いた沼本先生は現在も熱心に会合に参加されて本当に頭が下
がります。また「シリーズ・この人」の細谷先生は蘭の愛好会の会長をされるなど、とこ
とん突き詰められる先生で、今回提供頂いた表紙写真も本当に素晴らしい作品です。今後
もお元気でご活躍頂きたいと思います。� （稲毛　英俊）

　今年度の県会報は、昨年度の１００周年記念号から通常の形態に戻った会報発行となりま
した。
　この号も、企画の段階より広報部長はじめ各広報委員の意見や思いの詰まった内容と
なっております。また、会員の皆様からも多数の投稿を頂きました。大変ありがとうござ
いました。発行に際し、関係者各位の御協力に感謝申し上げます。� （江口　信浩）

編集委員　関　　洋明・藤田　直也・手塚　義行・原田　洋典・丸山　　稔

編集後記
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